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完訳『教室授業改善のための高等学校英語科教育課程運営資料』 
－韓国第７次教育課程における高等学校英語教育の解説資料－  
 
 
木村 裕三  
 
 
１．はじめに 
韓国の第７次教育課程の目玉である「水準別教育課程」
は韓国の高等学校英語教育に複線構造を生み出している。
まず，第７次教育課程の構造を「課程」「水準」「段階」
で捉えてみると，「課程」構造としては，初等学校１年次 
 
表1：韓国第7次教育課程による時間表 
 初等学校 中学校 高等学校 
課程 国民共通基本教育課程 
選択教
科教育
課程 
水準 深化・補充型水準別教育課程 段階型水準別教育課程 
科目選
択型水
準別教
育課程
段階 1 2 3 4 5 6 7a, 7b 8a, 8b 9a, 9b 10a, 10b 11 12
国語 238 204 204 204 170 136 136 136 
道徳 34 34 34 34 68 68 34 34 
社会 102 102 102 102 102 102 136 170 
数学 136 136 136 136 136 102 102 136 
科学 102 102 102 102 102 136 136 102 
実科   68 68 技術  家政 
68  102 102  102 
体育 102 102 102 102 102 102 68 68 
音楽 68 68 68 68 68 34 34 34 
美術 68 68 68 68 34 34 68 34 
教
科 
外国語 
国語 
210   238 
数学 
120   130 
正しい生活 
60 68 
賢い生活 
90   102 
楽しい生活 
180 204 
「私たちは1
年生」80 
34 34 68 68 102 102 136 136 
裁量活動 60 68 68 68 68 68 136 136 136 204 
 
特別活動 30 34 34 68 68 68 68 68 68 68 8単位 
年間授業時数 830 350 986 986 1,088 1,088 1,156 1,156 1,156 1,224 144単位
選
 
択
 
教
 
科
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から高等学校１年次までの10年間を「国民共通基本教育
課程」と捉えている1。「水準」としては，初等学校期間
の６年間が「深化・補充型水準別2」の教育課程であり，
中学校１年次から高等学校１年次までの４年間が「段階
型水準別3」の教育課程である。そして，高等学校２，３
年次は「選択科目型水準別」の教育課程となっている。 
したがって，高等学校における英語カリキュラムに限
って言えば，１年次は「国民共通基本教育課程」である
「段階型水準別教育課程」（10a, 10b段階）の授業が「共
通英語」として展開され，２，３年次は「選択教科教育
課程」としての「選択科目型水準別教育課程」が「英語
Ⅰ」，「英語Ⅱ」，「英語リーディング」，「英会話」，「英作
文」として展開されている。その意味で韓国高等学校の
英語教育カリキュラムは複線化状態であり，日本のよう
に高等学校３年間を通して英語についてほぼ同じ学級で
級友と机を並べるという状況4にはない。 
本稿の『教室授業改善のための高等学校英語科教育課
程運営資料』は韓国教育人的資源部が第７次教育課程の
高等学校英語教育の授業運営資料として2003年12月に
発行した刊行物である。2003 年 12 月は高等学校に第７
次教育課程が実施されて２年を経過した時点であり，現
場からの要望を踏まえた上での解説書という性格が強い。
その全貌を日本語に残すことにより，韓国高等学校英語
教育の現状を研究する上での基礎資料となる。 
本稿では，付録を除く１章から６章までの100ページ
を翻訳の対象とした。 
 
                                                        
1 英語科の場合，初等学校３年次から開始されるので，「国民共
通基本教育課程」は４年間ということになる。 
2 クラスの生徒の能力に合わせ，基本課程終了後に基礎的な内
容を扱う補充授業と，より発展的な内容を扱う深化授業を展開
する習熟度カリキュラム。 
3 学期を２つに分け，それぞれをa, b段階とし，段階ごとに内
容の異なる授業を展開する習熟度カリキュラム 
4 日本でも一部３年次になると選択別クラスに分かれることが
あるが，学校裁量の範囲であり，日本の学習指導要領が規定し
ている規模ではない。 
２．完訳の内容 
Ⅰ．英語科教育課程の理解  
1．性格 
ア．共通科目：英語 
「共通英語」の性格は専門家になるためのコミュニケ
ーション能力を持った人を養成するというよりは，外国
人と自然に生活英語を駆使でき，自国の文化を紹介し，
外国の文化を認め新しい文化を理解しこれを活用できる
能力を養う事に重点を置く。 
 
イ．選択科目：英語Ⅰ，英語Ⅱ，英語リーディング，英
会話，英作文 
選択科目として高等学校の英語教科では，英語教育を
通して生徒が未来を担う国民としての資質を培う際に必
要な一般教養を高め，実用性を重視し英語でコミュニケ
ーションができる能力を養うようにする。従って，英語
を単純な道具と手段として学習するのではなく，思考力
と探究精神を養い，未来の学術分野において主導的に臨
み，外国文化の正しい理解を通して人類の共営に貢献で
きる力を養う所に重点を置く。 
 
2．目標 
ア．共通科目：英語 
日常生活で必要な英語を理解し使用できる基本的なコ
ミュニケーション能力を養う。同時に外国の文化を正し
く使用し，自国の文化を発展させ，外国に紹介できる能
力を養う。 
 
イ．選択科目：英語Ⅰ，英語Ⅱ，英語リーディング，英
会話，英作文 
高等学校での選択教科の教育課程は，日常生活と一般
的なテーマに関した言葉や文章の意味を理解し自然に表
現できるコミュニケーション能力と，専攻領域の情報を
得るための基本能力を養う内容と水準に定める。 
 
 3
3．特徴 
ア．個人差を考慮した生徒中心の英語教育 
「学年別に画一的な教育課程の提示」を改め，「水準別
教育課程」に転換したものである。これまでの教育課程
では殆ど見ることができなかった「学習速度の個別化」
と「生徒の教科選択」が可能になった。 
 
イ．コミュニケーション能力を中心とした英語教育 
真の意味でのコミュニケーションとは，正確さと流暢
さを兼ねていなければならない。正確さを養うためには，
文法を正確に理解することが必修である。そういった意
味で，概念・機能中心の教授要目と文法中心の教授要目
を両立できるように，資料の提供と同時に自然な状況で
のコミュニケーション能力を養うことができるように素
材を多様化させた。 
  
ウ．活動とタスク中心の英語教育 
第 7 次教育課程では，結果志向的シラバス
(product-oriented syllabus)のみならず，過程志向的シラバ
スを導入し，活動タスク中心の英語教育がなされるよう
にした。 
 
エ．論理的思考力と創意力を養う英語教育 
英語の文法は論理的な体系で構成され規則的であるか
ら，英語を勉強すると論理的思考力が生まれるというこ
とである。そして，言葉を話し，文字を書き，文章を理
解する過程において，思考力と創意力が必要であり，こ
のような過程で思考力と創意力が養われるというわけで
ある。 
 
オ．国家の発展と世界化に貢献する英語教育 
英語を学習する究極的な目標は，世界共用語である英
語で世界の文化を受け入れ，自国の文化創造に貢献させ
るところにある。自国の国益のためだけでなく，地球と
いう一つの村で世界人とのコミュニケーションを通して
お互いを理解し，より一層親密感を持って共に世界平和
に貢献することに大きな目的がある。 
 
カ．生活英語及び実務英語の重視 
国民共通の基本教育機関においては，生活英語をある
程度自然に駆使することができ，身近な一般的な話題で
もある程度のコミュニケーションが可能な程度であれば
良い。しかし高等学校2～3学年の選択教科では，学問的
な言語能力と実務英語の駆使能力も養えるようにする。 
 
キ．成就規準の明瞭化及び詳細化 
これまでは成就規準が非常に包括的であったため，あ
る内容に対してどの位の水準目標まで達成しなければな
らないのかが明らかではなかった。従って第7次教育課
程では，成就規準を明瞭化し，教える側や学習する生徒
が成就すべき目標を明確に知った上で学習に挑むように
させた。 
 
ク．科学的アプローチを通した内容選定 
教育課程の内容に含まれている成就規準，コミュニケ
ーション機能，コミュニケーション活動に必要な言語形
式等を選定する上では，これまでに学問的妥当性が認め
られてきた外国語学習理論，教授理論，学者達による学
説等を基にし，我々の設定に合わせて調節する。 
 
ケ．開かれた教育体制の定着及び活性化 
最も多く行われている開かれた教育のモデルとしては，
教師がまず大グループ学習の形態で生徒全体に必要な講
義及びこれからの学習過程に対する案内を充分に行う。
次に教師が各小グループ別に集中的に巡回指導をしてい
る間，他の生徒も個人学習や協同学習を行うようにする。
この時，個人差を反映させるために，基本課題以外に深
化課題と自由選択課題を提示する。最後に，もう一度大
グループの形態で生徒同士による学習結果をまとめてや
る。 
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4．内容 
ア．共通科目：英語 
（１）言語機能：リスニング，スピーキング，リーディ
ング，ライティングの言語4機能を総合的に使用で
きる能力を漸進的に向上させるようにする。 
 
言語機能 音声言語 文字言語 
理解機能 リスニング リーディング 
表現機能 スピーキング ライティング 
 
（２）コミュニケーション活動：コミュニケーション中
心の英語教育は，文法的知識は豊富であるが適切な
コミュニケーションに困難を感じる生徒を養成し
てきたこれまでの英語教育に対する現実的な対応
である。また，これは教養としての英語教育よりも，
コミュニケーションのための英語教育を期待して
いる社会的要求の反映でもある。コミュニケーショ
ン能力はコミュニケーション能力訓練を通しての
み養うことができ，文法的な分析や機械的な練習及
び暗記等を通しては，コミュニケーション能力を養
うことはできない。 
 
（３）言語資料：言語資料の内容としては，自然な言語
活動のための素材，文化，言語，語彙，単一の文章
の長さを参考するようになっている。 
 
（ア）素材：素材の選定は，生徒の興味を最も重要な
ものとして提示し，また素材に関する生徒の知識
が考慮されている。指導上の利点，生徒の情緒的
側面と実用性を素材選択の基準とした。親しみや
すい内容，またはすべての生徒に関連している一
般的な内容，目標外国語の多用な文化を紹介しな
がら学習動機を誘発させる内容，学習教材の執筆
及び選択の容易性等，実用性が高い内容が言語学
習に適切な素材となる。 
 
（イ）文化：外国語教育は単に言語のみを教えること
ではなく，言語を道具として，その言語が使われ
ている社会の文化に接近することで，学習者の個
人的な視覚と理解力を広げ，世界市民としての適
応力と素養を養うことが，外国語教育の究極的な
目的であると考える。 
 
（ウ）言語：自然な言語習得と実践的なコミュニケー
ション活動の役に立つ言語，認知的水準を考慮し
た言語，そして音と意味の識別，音と文字の関係，
言葉の繋がり，言葉の速度による音韻変化，状況
による音韻変化及び自然な発話等に役立つ言語を
扱う。 
 
（エ）語彙：語彙習得は外国語学習において重要な役
割を果たす。文法無しの場合は少なからず意味が
伝達されるが，語彙無しでは意味が全く伝達され
ないので，外国語学習においての語彙力の養成は
重要である。語彙を学習するということは，一定
量の単語を暗記するということではなく，特定の
語彙の幅広い概念を知り，その語彙の成り立ち等
の特性までも知るということである。従って，語
彙は自然な言語的状況で提示された語彙の脈略で
の意味だけでなく，使われ方までも習得されなけ
ればならない。 
 
（オ）単一文章の長さ：単一文章の長さの制限は，文
章の長さを定めるので，学習者の学習負担を減ら
し，短くて実用的な文章や会話に接することで，
学習者が英語に興味を持たせることができるとい
う点で必要であるという主張もあるが，初等英語
を除いては文章の長さに制限をもたせていない。 
 
イ．選択科目：英語Ⅰ，英語Ⅱ，英語読解，英会話，英
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作文 
（１）言語機能：コミュニケーション機能と例示文を 7
個の大領域カテゴリーと 46 個の中領域に分けて提
示している。 
 
（２）コミュニケーションに必要な言語形式：第7次英
語科教育課程が第6次英語科教育課程と異なる点の
中の一つは，「コミュニケーションに必要な言語形
式」を提示しているところである。言語形式はコミ
ュニケーション機能と共に言語の重要な要素であ
る。EFLとしての英語を学習する場合，言語形式は
学習者にとって正確さの側面において非常に役に
立つ。言語教育は流暢さと正確さすべてを目標とし
なければならない。 
 
（３）言語資料 
（ア）素材：英語科国民共通基本教育課程の素材を含
み，日常生活と一般的な話題及び学文的基盤の組
成に役に立つ内容を中心とし，生徒が興味を持っ
て面白さを感じることができる素材を選択し，コ
ミュニケーション能力，探究能力，問題解決能力
を養う上で役に立つ内容とする。 
 
（イ）文化：第 7 次教育課程の内容体系の大きな変化
の中の一つが，「文化」要素を取り入れたことであ
る。文化教育の内容を理解するために，アメリカ
の色々な州の教育課程を参考にすることができる。
アメリカの教育課程は，学年により文化教育のた
めの多様な活動と成就規準を提供している。 
 
（ウ）言語：言語使用の原則として，第一に，実用的
で自然な言語使用に役立つ言語を使用する。第二
に，自然な発話ができるように発音に関する内容
を提示する。第三に，認知的水準を考慮した言語
を使用する。第四に，言葉の繋がり，言葉の速度
や状況による音韻変化，音韻変化に伴う意味の変
化，及び自然な発話等を含む。第五に，言語形式
は「コミュニケーションに必要な言語形式」を深
化・発展させ使用すると提示されている。 
 
（エ）語彙：語彙選定の規準として，第 7 次英語科選
択教科教育課程は語彙使用に対して「使用頻度，
範囲，有用性等を考慮し使用する」という指針を
示している。頻度(frequency)は，その単語がネイ
ティブスピーカーによってどのくらいの頻度で使
用されているかを表すことで，長い間，語彙選定
において最も重要な規準とされてきた。範囲
(range)は，その単語が使われている文脈が，どの
くらい多様であるかという問題と関連している。
有用性(availability)は，ある単語が，与えられてい
る状況でどのくらい必要かということを表すもの
として，しばしば状況的頻度とも呼ばれる。すな
わち ‘blackboard’や ‘desk’といった単語は一般的
頻度では劣るが，教室では非常によく使われてい
ることから，教室での有用性が高い。 
 
第7次英語科教育課程の基本語彙数は，第6次教育課
程の基本語彙数から30％を減らしたので，これは必ずし
も学習量を減少させたり学習内容を簡単にさせるとは
言えないが，最小限の学習量の適正化の一つの方法と成
り得る。 
 
5．教授・学習方法 
□ 各段階間の連携性が自然に成されるように指導する。
10-a段階から10-b段階までが一つの段階となってい
る事が分かるように，教科書を開発し，指導できる
ようにする。 
□ 認知水準に合わせて，動機誘発の方法や，学習活動
方法を考案する必要がある。低学年の場合は，感覚
的な動機誘発方法が多く使われ，高学年になる程，
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成就動機誘発5により依存するようになる。学習活動
も低学年ではゲーム，ロールプレイ劇等興味中心の
学習活動の比重を高め，次第に自身の考えや経験に
より問題解決ができるようにする方法を考案する。 
□ 教師が授業をしている途中で，深化学習と補充学習
をしなければならないという必要性を感じた時，開
かれた教育の授業モデルによる深化・補充授業を実
施する。個人差を反映させるために本時の課題以外
に，深化課題と自由選択課題を提示する。最後に，
もう一度大グループ学習の形態で生徒の学習結果
をまとめる。 
□ これまでの教師中心の授業活動から抜け出し，生徒
中心の授業活動が成されるように，教師は協力者と
しての役割を果たす。生徒中心の授業が成されるた
めには，教師が個人別，能力別に学習資料を製作し
提供する必要があるので，教師の負担が大きくなる。 
□ 教師と生徒，生徒相互間での意図的な練習6，コミュ
ニケーション中心の練習等を通して，生徒のコミュ
ニケーション能力を養うようにしなければならな
い。意図的な練習とコミュニケーション中心の練習
の形は非常に多様であるので，この2つの方法で練
習をさせると，教師と生徒，生徒相互間の多様な学
習活動が展開できる。 
□ 外国語で言語を使用する場合，完全で適切な言語を
使用することは簡単なことではない。ただ，自分が
知っている事を最大限に利用して意味を理解し表
現しようとする時に，不足している知識を補充する
ために使用する方法を戦略的方法という。他の言葉
で言い換える，婉曲して言う，反復，躊躇，回避，
推測，言葉のスタイルを変える等，色々な方法があ
る。 
                                                        
5 成就感，達成感を感じるのための動機 
6 例えば仮定法の修得のために意図的に仮定法が使える状況や
資料を与え，その資料の内容から仮定法を発話させるような教
授方法を指す。 
□ 個人差に応じて，水準に合った学習活動やタスクを
行えるように計画を立てることが望ましく，同一の
課題を提供しながら，生徒の特性に合わせて他の学
習目標を追求する場合を想定することができる。こ
れらの形の中で，学校や学級，その他の条件に合わ
せて適切な形が選択可能である。 
□ 補充授業計画を体系的に樹立させ，留年の生徒がで
きないように最善を尽くす必要がある。学習不振の
生徒に，正規の時間に質の高い授業を提供し，不振
生徒を防ぐ方法もあるが，正規時間以外の他の時間
に対策を練る必要もある。 
□ 授業の際，一つ二つの教授法により授業を進めるの
ではなく，学習目標と内容に合った多様な教授法を
駆使することが望ましい。 
□ 各段階の成就規準を達成できるように指導するこ
とは勿論，以前の段階で学習した内容を螺旋型に再
組織し反復学習をさせ，反復学習による内在化を通
して自然な表現ができるようにしなければならな
い。 
□ 深化学習では，既に基本学習が成されているので，
個人差に応じて個別学習，自己主導的学習をしなけ
ればならず，協同学習を通して問題解決学習，課題
学習等が活発に行われるようにしなければならな
い。補充学習では，学習欠損要因を正確に分析し治
療できるような方案を考案しなければならない。 
□ 会話指導時に，視聴覚資料を多く使用し興味を誘発
させるだけでなく，ネイティブスピーカーの声を多
く聞かせ，リスニング能力を養う必要があると同時
に，自然な表現ができるように指導しなければなら
ない。 
□ 意図的な練習は，絵，実物，リスニング資料，リー
ディング資料等の中から発話の内容を探す練習で
ある。しかし，コミュニケーション中心の練習とは，
自分の考えや経験から発話の内容を探す練習であ
り意図的な練習とは異なる。 
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□ リーディングは文章を読みながら意味をすぐ理解
する直読・直解力を養わなければならない。我が国
の生徒の場合，文章を読みながら直に理解する能力
がなく，形容詞，形容詞節等と共に文章を文法的に
分析した後に，意味を把握する。直読・直解の速度
は 1分間に 120-150 単語程度である。直読・直解が
できたら，次第に速読できるように指導する必要が
ある。 
□ 我が国の生徒は一文一文を文法に当てはめ正確に
書く能力はあるが，自分の考えのつじつまを合わせ
段落を構成させながら文章を書く能力は不足して
いる。この様な問題点を解決させるために，合理的
で自然な段落を構成させながら文章を書くことが
できる機会を多く提供しなければならない。 
□ 学習を通して外国の文化を理化し，それらの良い点
を選別して受け入れる能力を養うことが重要であ
る。このような文化教育を通して，生徒の世界観を
養い，文化を創造できるように育成する。 
□ 授業は英語で行うことを原則とし，教師の能力に合
わせて教室英語を使用するように勧める。 
 
6. 評価 
□ 言語の四つの機能を均等に指導した後，リスニング，
スピーキング，ライティングの能力を均等に評価す
る。殆どの教師は語彙，文法，リーディング能力は
正確に評価しているが，スピーキング評価とライテ
ィング評価は正確にできていないのが実態である。
スピーキングとライティング評価方法を多様に開
発し，評価基準案等を作成し，スピーキング評価が
正確になされるようにする。 
□ 評価の際に，正確度，信頼度，客観度を高められる
ように最大限に努力する必要がある。特に，正確度
を高めるためには，目標を正確に立て，具体化・詳
細化させる努力と共に，目標を正確に評価できるよ
うにしなければならない。 
□ これまでの評価は分離評価に非常に依存してきた。
最近になって，総合評価が広がってきている。総合
評価の形としては，①問題解決，②話用的状況，③
迷路，④空白埋め，⑤間違い探し，⑥読解，⑦聴解
等であるが，教授目標によって各総合評価を適切に
実施することで，評価の信頼度を高めることができ
る。 
 
Ⅱ．英語科教育課程の編成・運営 
1．段階型水準別教育課程 
ア．一般運営法 
段階型水準別教育課程は，該当段階の教育課程の基本
課程を忠実に履修する所にその目的があり，該当段階の
内容を正しく理解できていない生徒に，補充学習や特別
補充課程を履修させ，基本課程を忠実に履修させるよう
にした。 
＜表Ⅱ-1＞段階型水準別教育課程の運営モデル 
 
 
 
 
 
 
上級段階 
段階進級判定 
現段階 
（補充・深化学習） 
特別補充課程 
学習欠
損補充 
学習欠損
補充 
特別補充課程 
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イ．段階内教育課程の運営方案 
段階型水準別教育課程も同一段階内においては，内容
の理解度に応じて，深化・補充学習を行うことが望まし
い。下記は研究師範学校で指定され実施された学校の運
営方案である。 
D女
子高 
正規の時間では，一般授業と同じように水準
別区分の無い基本学習内容を共通に学習し，毎
時間10分程度，学級内水準別授業を実施する。
教科裁量活動の時間を利用し，毎週 1 時間，水
準別クラス編成による移動授業を実施する。 
 
H高 
水準別クラス編成資料を基に，正規の授業時間
に生徒の水準別にクラスを編成し，各教科別，1
週間4時間の内2時間は既存の学級で授業をし，
2 時間のみ移動授業ができるように，学期別に 1
回ずつ年 2 回の移動授業のためのクラス編成(6
月1日，9月1日)を実施した。 
 
 
ウ．運営事例  
 （１）J高等学校運営事例  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ア）段階型水準別クラス編成は，学級内水準別小グル
ープ授業を原則とし，英語教科協議会で教科の特
性に応じて多様に編成し運営する。 
（イ）段階進級評価は，1学期が始まる前の診断考査，5
月中の中間段階点検評価，学期末の段階進級評価
(筆記考査)を総称し，これを基に「特別補充課程」
を運営する。 
（ウ）次上級段階の進級のために資格規準は，英語教科
新入生全員 
目標未到達 
10-b 段階教育課程 
10-a 段階進級評価 
（学期末） 
休業中特別補充課程運営
（10-a 段階）
特別補充課程履修評価 
（10-a 段階）
10-a 段階中間評価 
（5月中） 
学期中特別補充課程運営
（10-a 段階） 
10-a 段階教育課程 
（新入生全員） 
9-b段階診断評価実施 
（2月中 ） 
学期中特別補充課程運営
（9-b 段階） 
全員進級 
目標未到達 
目標未到達
全員進級 
 9
協議会と学校教育課程研究委員会の審議を経て
設定する。(次上級段階での進級資格規準は該当段
階の学習成就規準及び生徒の成就水準を考慮し，
学業成就度の50％を規準とし，毎年教科協議会で
40～60％程度決定する) 
（エ）特別補充課程履修評価は，毎学期末段階進級未到
達者に対して，休業中特別補充課程の生徒を対象
に評価する。 
（オ）一定の資格規準に未到達の生徒は2学期「特別補
充課程」の参加を前提に進級させる。 
 
（２）O高等学校運営事例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
（ア）段階型水準別教育課程は学期単位で編成する。 
（イ）水準別クラス編成は，1 学期にはクラス編成考査
を実施し，2学期には1学期の校内定期考査(中間，
期末考査)の成績で決め，生徒と父兄の意見を最大
限に反映させる。 
（ウ）8 つの学級を 2 つのグループに分け，各グループ
別に４つのクラス，深化クラス(1 クラス)，基本ク
ラス（2クラス），基礎クラス（1クラス）で編成し
運営する。 
（エ）水準別授業は，基本課程の内容を共通で学習した
10-a 段階 
大単元学習 
水準別学習編成 
水準別移動授業 
深化クラス 基本クラス 基礎クラス
単元学習成就度評価 
次の大単元の学習 次の大単元の学習
特別補充課程（各単元別4時間） 
：朝の自由学習時間を利用 
10-b 段階 
成就度 
60％未満 
成就度 
60％以上 
対象：１学年全員
出題：基礎課程：８０％，基本課程：２０％（２０項目） 
：学級移動無しでの内容学習(＋水準別形成評価) 
：生徒の希望による水準別学級編成 
：各大単元別4時間
＋
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後，深化，基本，基礎クラス別に水準に合った教材
を開発し実施する。 
 
エ．段階進級 
（1）進級資格の基準設定 
生徒の学習欠損を正確に診断するためには，全体的な
学業成就度を進級資格の規準とするよりは，必修学習要
素別規準を設定する事が望ましい。必修学習要素別学業
成就度の規準と学校の規模，生徒の成就度の特性，教師
の業務量，教室の条件，父兄及び生徒の意見等を総合的
に考慮し，各学校に適した進級基準を設定するようにす
る。 
 
（２）段階進級評価方案 
段階の進級は，各段階別教育課程の内容の全般的な理解
度を中心に評価し，具体的な評価方法は学校が自律的に
決定しなければならない。進級評価のための別途の試験
を行うよりは，該当段階の遂行評価を累積して活用した
り，定期考査を適切に活用する事が，生徒の学習負担と 
教師の業務負担を減らすことになる。 
 
（３）進級判定時期 
進級判定は，一般的に各段階が終わる学期末になる。
これは段階の概念が学期を基準に設定されているので，
進級の可否を最終的に判断する時期は学期末となる。 
しかし，評価の根本的な目的は，授業の改善と学習者
の学業成就の向上にあるので，最終進級判定以前にも多
様な過程評価技法を導入し学習面において評価し，学習
欠損がある時は補充学習を提供しなければならない。次
は研究学校の事例をまとめたものである。 
 
学校名 
判定 
時期 
評価道具 進級基準 
O 
高等学校 
学期末 
進級評価 
（定期考査進級基準未到達者） 
・定期考査成就度60％ 
・進級評価成就度60％ 
H 
高等学校 
学期末 定期考査 
成就度50％ 
（難易度，学校与件考慮） 
J 
高等学校 
学期末 自己出題 
英語，数学各50％基準（毎学期の教
科協議会で40～60％程度決定） 
K 
高等学校 
学期末 定期考査 
筆記テストの評価で数学45％，英語
50％以上到達 
D女子 
高等学校 
学期末 
定期考査に最小必須基本学習要素
評価項目(10 項目程度)を含め評価
道具として活用 
数学進級判定評価成就率の40％ 
英語進級判定評価成就率の50％ 
B 
高等学校 
学期末 定期考査 
英語，数学学期末考査の科目順位の
パーセンテージ97％以上 
 
（４）段階進級基準に未到達の生徒の補充方案 
学校は段階進級基準に到達できていない生徒の学習欠
損を補充する具体的な方法（時期，期間，教師の配置等）
を決定し，このための教科別教授・学習方法の改善及び
教授・学習資料の開発に力を入れなければならない。 
学習欠損補充時期に従いいくつかの方案を提示すると
次の通りである。 
・進級判定の前，領域又は単元別学習欠損の補充 
－正規教科の時間又は正規教科の時間以外の時間 
－教科裁量活動の深化・補充学習の時間 
・学期末～休業中，特別補充課程の運営 
・次の学期に今回の学期の学習欠損に対する特別補充
課程の運営 
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オ．学習集団の編成 
（１）学習集団の形 
学習集団の形は次の様に分類できる。 
・集団構成員の水準同質性の可否別：水準別集団編成，
異質水準集団編成 
・集団の柔軟性別：固定集団編成，柔軟集団編成 
・集団構成員の学年別：同学年編成，複式学級編成，無
学年編成 
・集団の大きさ別：学級編成，小グループ編成，班編成，
個人別編成 
・集団内の学習方式別：協力学習集団，個別学習集団 
 
（２）学習集団の構成方案及び学習集団の形の決定 
＜水準別集団で運営する方法＞ 
○水準別集団／グループの編成：学級内での能力，興味，
学習速度を考慮した水準別集団／グループを編成し運
営する方法 
○水準別学級編成 
－基本課程は現在の学級で，深化・補充の時間は水準
別学級に移動し授業を受ける方法 
－教科別水準別学級で基本課程から深化・補充学習ま
で続けて授業を受ける方法 
 
＜異質水準の集団で運営する方法＞ 
○協力学習集団：異質的な能力を持っている構成員を小
グループに分けて構成し，問題を解決する過程で個人
の成就と集団の成就を同時に刺激する方案 
○個別化学習集団：人為的な集団編成とせず，生徒の個
人差を考慮した学習資料を提供し，個別化学習をする
ように誘導する方法 
○水準の混ざった学級を構成し，その中で最も多い生徒
の水準に合わせて授業を行う方案 
 
＜多様な集団を混ぜて運営する方法＞ 
○学級内で協力学習集団と水準別集団を同時に運営する
方法：中・上位の生徒は協力集団を構成し，自己主導的
な深化学習をするようにし，水準別同質集団の下位集団
は教師の指導を通して補充学習をさせる。（ソウルY中事
例） 
 
多様な学習集団の中でどのような形の集団を構成する
べきか決定する時に，最も先に考慮するべきことは，生
徒の個人差である。一般的に一つの学級内で指導するの
が困難な程生徒間の個人差が大きい場合には水準別学級
編成が望ましいが，生徒間の個人差がそれほど大きくな
い場合には水準別小グループの編成がより望ましい。こ
の他にも教科及び活動のテーマ，学校の教師，施設の与
件及び生徒と父兄の希望を一緒に考慮し，水準別教育課
程の趣旨を実現させることのできる学習集団を編成する
よう努める必要がある。次は研究学校の事例をまとめた
ものである。 
 
 
学校名 学習集団の編成・運営 
大邸O 
高等学校 
・水準別学級編成 
 －8学級を4学級ずつ2つのグループで運営 
 －深化1，基本2，基礎1学級で運営 
H 
高等学校 
・1次年度：基本課程2時間(異質集団) 深化・補充課程2時間(水準別学級編成) 
・2次年度：水準別学級編成 
J 
高等学校 
･学級内での水準別小グループ授業 
 －学級内で時間別深化・補充学習の実施 
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学校名 学習集団の編成・運営 
D女子 
高等学校 
・水準別学級編成 
・英語，数学共に2つの水準(深化・補充)で編成 
・1 学期の水準別クラス編成は入学前の配置考査の英語，数学の成績を基準に編成し，2 学
期には1学期の成績を基準に編成 
K 
高等学校 
・水準別移動授業及び学級内での水準別授業 
・数学，英語の4クラス単位で深化クラス・基本クラス・補充クラスに編成し，前学年の学
期末評価の結果と生徒，父兄の希望，定期考査等を考慮し，年2回再編成 
（３）下位水準の生徒の配慮方案 
水準別集団編成の際，一部の下位水準の生徒は被害意
識や疎外感を感じたり，自信感を喪失してしまう場合が
ある。この様な問題を解決させるためには，何よりも教
師が「補充課程対象の生徒の学習欠損は適当な教授・学
習方法で指導すれば充分に改善できる」という信念を持
つ必要がある。このように補充課程は最も熱心な教師が
担当し，深化課程よりも少ない数の生徒を配置させるよ
うに配慮する必要がある。環境的支援も重要であるが，
生徒の学習欠損に対する教師の責務性を認めることが先
行されなければならない。 
教科の特性，課題の特性に従い異質協力集団を編成し，
課題を遂行させることもできる。上位能力を持っている
生徒が補充学習の必要な生徒を助け協力して課題を遂行
させることは，下位水準の生徒の疎外感を減らす一方で，
上位水準の生徒の人間性指導という点で考慮する価値の
ある方案である。次は研究学校で下位水準の生徒を配慮
したいくつかの方案である。 
 
・水準別学級の編成時，成績のみならず生徒，父兄の希
望，興味等を一緒に考慮することで，心配される副作
用(例：下位集団の劣等感，上位集団の自負等)を最小化
するように努める：O高 
・基礎クラス(補充クラス)の生徒数を深化クラスよりも少
なく編成することで，必要な場合に個別指導ができる
ようにする：O高とH高 
・水準別学級を他の名前(例：「創意クラス」，「自律クラス」，
「誠実クラス」／パパイア，オレンジ，レモン，キウ
イ等)にすることで，生徒間の違和感を減らすように努
める：S女子高とH高 
・クラスの名称を生徒の気持ちを考慮し，深化クラスは
成算クラス，基本クラスは紅鶴クラス，補充クラスは
城壁クラスとする：K高 
 
2．選択中心教育課程 
ア．選択中心教育課程の編成・運営の手順 
高等学校の教育課程は大きく分けて，国民共通基本教
育課程と選択中心教育課程の二つである。 
高等学校の2，3学年に適用される選択中心教育課程は
広い目で見ると学校教育課程の一部分に該当する事項で
あるが，高等学校1学年まで実施される国民共通基本教
育課程とは異なった別度の教育課程の体制であるので，
選択中心教育課程の編成・運営のためには別度の手順で
学校教育課程を準備する可能性もある。その一般的な手
順を例示すると次の通りである。 
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＜表Ⅱ-2＞選択中心教育課程の編成・運営の手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ．選択中心教育課程の編成・運営のための準備 
（１）選択中心教育課程の編成・運営の基本原則の樹立 
各学校で選択中心教育課程を効率的に編成し運営させ
るためには，まず選択中心教育課程をどのように編成し
運営させるかということについての基本原則を樹立させ
る必要がある。基本原則を樹立させるためにはまず，国
家水準の教育課程基準と市・道教育庁の教育課程の編
成・運営指針を分析し，これを各学校の与件や実態を考
慮し，その実践方案を模索し具体的な編成方法を樹立さ
せなければならない。 
基本原則に含まれている事項としては，選択科目の開
設方法(教育庁指定，学校指定，生徒選択)，科目開設の
基準，履修方法，学期当たり履修科目数，運営方法等が
ある。 
 
（２）選択中心教育課程の編成のための基礎アンケート
選択中心教育
課程の編成・運
営の準備 
選択中心教育課程の編成・運営のための基礎調査 
進路案内及び教科目案内 
集中履修課程の開設 
選択中心教育課程の編成・運営の基本原則樹立 
選択中心教育
課程の編成 
市・道教育庁指定選択科目の編成 
学校指定選択科目の編成 
生徒選択科目の開設 
(課程別)教育課程編成表の確定 
選択中心教育
課程の運営 
生徒受講申請 
受講申請の調整及び学級編成 
授業時間表の作成 
選択中心教育課程の運営 
評
価
を
通
し
た
還
流
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調査 
選択中心教育課程を編成するためのアンケート調査の
内容は一般的に次の通りである。 
（ア）編成のための基礎調査 
－希望進路，系列，職業(分野) 
－希望集中履修課程の形 
－科目選択の基準 
－選択テーマ別指定又は選択の範囲 
－科目の開・閉講基準 
（イ）市・道教育庁指定の選択科目選定のための調査 
－各科目郡別選好度調査 
（ウ）学校指定選択科目の選定のための調査 
－各科目郡別選好度調査 
（エ）生徒選択科目に対するアンケート 
－生徒選択科目1次調査(生徒選択科目の選好度調査) 
－生徒選択科目2次調査(1次調査を基盤にした科目受
講申請) 
 
（３）集中履修課程の開設 
生徒の進路選択権を制限するという限界のあった第 6
次教育課程とは違い，第7次教育課程では原則的に，国
家水準では厳しい課程を提示せず生徒自らの選択による
いわゆる「作り上げていく教育課程」を実現させること
に重点を置いている。すなわち，個別生徒は自身が選択
し履修した科目を集め，自身の課程を作り上げていく事
を原則とすることで，生徒の選択の幅が広がり多様な形
の生徒個人による選択が可能になった。人文・社会集中
課程，化学・技術集中課程，外国語集中課程及び芸術体
育集中課程の中から設置することができる。 
 
 （４）進路及び教科目案内  
選択中心教育課程の運営を成功させるためには，何よ
りも学習者が自分が選択できるすべての教科目に対する
色々な情報をよく理解していなければならない。また，
生徒自身が自分の進路を探索できるように事前に充分な
案内が必要であり，生徒が進路を正しく設定できるよう
に必要な情報が提供されなければならない。従って，学
校は生徒の科目選択が意味のあるものとなるように努め
なければならない。 
事例によると進路と教科目案内の冊子を開発し活用し
ている D 高等学校と，「新入生案内資料集」を開発し生
徒の学校生活と選択科目，及び大学入学に関して生徒が
選択できる学科を案内している資料を提供しているY高
等学校，道のホームページ(http://www.kbise.or.kr/ curri_7)
で「進路及び科目選択の手引き」を活用しているE女子
高等学校，そして Y 高等学校では学校のホームページ
(http://yangwoon.hs.kr/)を活用し「進路探索，教科目案内」
で関心分野別に進路探索資料を探し活用できるようにし
ている。 
 
ウ．選択中心教育課程の編成 
（１）市・道教育庁指定選択科目の編成 
一般系高等学校では，選択科目の中で市・道教育庁か
ら28単位以上を指定される。 
市・道教育庁の教育課程の編成・運営指針を見てみる
と，一般的に一般選択科目を中心に5つの科目群の中か
ら1つ及び1つ以上選択することを提示し，科目の決定
権を学校に委任し，必要に応じていくつかの科目は教育
庁が直接指定しすべての学校で学習させるようにしてい
る。 
これに従い，学校では生徒の希望と学校の与件と教員
の需供等を考慮し，合理的な手順により市・道教育庁指
定選択科目を編成しなければならない。 
 
（２）学校指定選択科目の編成 
学校指定選択科目は，選択科目に配当されている 136
単位の中から最低28単位以上，最大80単位の範囲内で
編成するようになっている。 
学校では，市・道教育庁指定選択科目を編成した後，
学校指定選択科目の範囲をまず設定しなければならない。
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各市・道の教育課程の編成・運営指針を見てみると，主
に各市・道教育庁の指定科目は一般選択科目が中心とな
っており，深化選択科目への割り当ても考慮しなければ
ならない。 
もし学校で生徒の進路に関する集中履修課程を運営す
る場合は，集中履修課程ごとに深化させ学習できるよう
に，深化選択科目の学習をどのように系列化させるかが
重要である。 
学校指定選択科目の範囲が決定したら，具体的にどん
な科目を学校指定選択科目として編成するかを考慮しな
ければならない。このためにはまず，生徒，父兄，教師
にアンケート調査を実施しこれを基礎資料としてみなし，
これを基盤に教化協議会の意見と学校教育課程委員会の
審議を経，全体教職員会議で確定することが望ましい。 
学校指定選択科目を設定する場合，教員の需給，学校
及び生徒の特殊性，集中履修課程の正確等を総合的に考
慮し特定科目を指定する方法や，指定された領域の範囲
内で生徒が選択できるようにする方法もある。 
 
（３）生徒選択科目の開設 
第7次教育課程では生徒の科目選択権が付け加えられ
た。選択科目136単位の中で生徒の選択比率は最大50％
であり，教員の需給，施設の条件等，該当地域の特殊性
と学校の実態を考慮し，可能な学校から漸進的に拡大・
施行するようにし，運営に融通性を持たせた。しかし最
低28単位以上は補償されなければならない。 
 
（４）選択中心教育課程編成表の作成 
選択中心教育課程のための準備段階と編成段階を経て，
選択主体ごとに科目の指定または選択がなされ，これを
総合し選択中心教育課程の編成表を作成する。編成表は
集中履修課程を設定する場合にはまず課程別に教育課程
編成表を作成し，各課程別に作成された編成表を総合し
最終編成表を確定する。 
 
（５）選択中心教育課程の編成現状 
研究学校を中心に英語教科中心の選択教育課程の編成
現状を見てみると次の通りである。 
学校名 集中履修課程 
教育庁及び 
学校指定 
生徒選択 備考 
人文・社会 
英語Ⅰ(8) 
英会話(8) 
英語Ⅱ(6)と 
英語読解(6)の中から1つを選択 
化学・技術及び 
外国語 
英語Ⅰ(8) 
英語Ⅱ(6) 
英会話(8) 
英語読解(6)と 
英作文(6)の中から1つを選択 H高 
芸術体育 
英語Ⅰ(8) 
英語Ⅱ(6) 
英会話(8) 
 
大都市1
Y高 人文・社会 
英語Ⅰ(8) 
英会話(8) 
英会話(8)と 
英語読解(8)の中から1つを選択 
大都市2
人文・社会 
英語Ⅰ(8) 
英会話(6) 
英会話(6), 
英語読解(6), 
英作文(6)の中から1つを選択 
S高 
化学・技術 
英語Ⅰ(8) 
英語Ⅱ(6) 
英会話(6), 
英語読解(6), 
英作文(6)の中から1つを選択 
小都市 
B高 人文・社会 英語Ⅰ(10) 
英会話(8)と 
英語読解(8)の中から1つを選択 
農村 
 
エ． 選択中心教育課程の運営 
（１） 生徒の受講申請 
市・道教育庁指定選択科目と学校指定選択科目，生徒
選択科目の編成および単位数が確定されたら，学校は選
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択中心教育課程の編成表を作成し，生徒が受講申請を行
う。 
生徒が受講申請するようになる科目は，市・道教育庁
指定選択科目と学校指定選択科目の中から生徒が選択で
きるように複数開設し1つ選択できるようにした科目と，
生徒が選択した科目である。 
学校では，受講申請を容易にし受講申請結果の迅速で
正確な分析のために，研究学校で開発された資料である
成績処理用の OMR カードを活用したプログラムや，イ
ンターネットを活用したウェブプログラム等が活用でき
る。 
 
（２）受講申請の調整及び学級編成 
生徒に選択科目の受講申請をさせるようになると，各
選択科目別に受講申請に従った開設学級を編成するよう
になる。 
学校では学級編成の原則を樹立し，この原則に従って
生徒の移動距離，移動の過多問題，教科教室の活用等を
考慮し学級を編成する必要がある。 
このように移動授業を実施する科目の場合，科目別受
講人員の調整等を通して選択科目別移動授業の学級も編
成しなければならず，移動授業の方法への考慮も一緒に
なされなければならない。 
 
（３）授業時間表の作成 
授業時間表を作成するということは，選択中心の教育
課程に該当する2，3学年のみを別度に実施するというこ
とではなく，1 学年の授業とも密接な関係を持っている
ので，自ずと学校全体の授業時間表を作成するようにな
る。特に，選択科目別移動授業，1 学年の水準別授業，
特別活動や裁量活動の時間運営，時間の総合運営(block 
scheduling)，空き時間(blank time)等を考慮しなければなら
ない。 
 
3．教科裁量活動 
ア．教科裁量活動編成時の留意事項 
教科裁量活動の編成・運営時に考慮すべき事項として
B高等学校の事例を提示する。 
 
 
 
 
変  因 下 位 変 化 変 因 分 析 
指針 ・国家水準教育課程，市・道教育庁による編成・運営指針 
状況 
変化 
要因 
 
実態 
及び 
与件 
・生徒の学力水準が国民共通基本教科を正常に履修できる水準である。（時間配当
－選択教科中心の時間配当） 
・9 つの学級教室を除くと，教科教室と特別室等，学習空間が不足している実態
である。 
・教科のうち英語，数学は成就水準別移動授業を実施する。 
（編成方式－学級別編成，固定学級編成） 
・国民共通基本教科の深化・補充はまだ使用教材や指導資料が開発されていない。
（使用教材－自体開発，その他の資料活用） 
・教科別特性上，教科担任教師が指導することが効果的である。（指導教師－教科
担当教師） 
・教師の時数適正度を考慮する際に，道徳，体育，音楽，美術は編成に制約があ
る。（生徒選択権－際限された選択） 
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変  因 下 位 変 化 変 因 分 析 
状況 
変化 
要因 
要求 
・生徒，父兄の要求は，数学，英語，国語，化学，社会の順に表され，数学 3，
英語2，国語2，化学1，社会1つのクラス編成が可能である。 
・教師の要求も数学，英語，国語，化学，社会の順に表され，数学2，英語2，国
語2，化学1，社会1，その他1つのクラス編成が可能である。 
内容変
化要因 
教科 
裁量活動 
国民共通基本教科の深化・補充学習，選択科目の学習 
時間配当 深化・補充学習：選択科目学習＝４：６の比率で該当 
学習方法 討議，テーマ探究，実験実習等の協同学習及び自己主導的学習方法 
集団編成 学級 
時間運営 定期的 
場所設定 校内 
使用教材 学校自体開発，既存の教育資料，その他 
指導教師 教科担当教師 
方法 
変化 
要因 
生徒 
選択権 
際限選択（非必須） 
 
イ．教科裁量活動の編成方案 
国民共通基本教科の深化・補充学習は，いわゆる基本
教科中心型(6 単位)と，選択科目中心型(4 単位)，均衡配
当型(5単位)がすべて可能であり，教科目別に最低1単位
から最大6単位まで編成・運営できる。しかし，特定の
教科目にあまりにも多い単位数を配当し運営するのは望
ましくない。領域別有形では生徒の選択権を中心に完全
選択型，際限選択型，必修・選択混合型，全体必修型の
4 つのタイプに分けられ，各領域で編成・運営できる方
案を提示する。 
 
 
タイプ 科目開設形態 生徒選択 
編成
形式
時間 
運営 
教材 
指導 
教師 
備
考
完全 
選択 
(6単位) 
国民共通基本教科の
深化・補充課程をすべ
て開設 
2-3教科を 
自由に選択 
集団 定時制 
教科用図書及
び自体開発指
導資料等 
教科 
教師 
 
際限 
選択 
(6単位) 
国民共通基本教科の
深化・補充課程の中か
ら1部開設 
2-3教科を 
自由に選択 
集団 定時制 
教科用図書及
び自体開発指
導資料等 
教科 
教師 
 
混合 
(6単位) 
国民共通基本教科の
深化・補充課程を開設 
英語，数学は必
修(各 2 単位)残
り(2 単位)は選
択 
集団 定時制 
教科用図書及
び自体開発指
導資料等 
教科 
教師 
 
必修 
(6) 
基本教科の中で特定
教科3つ(2単位)指定 
必修 学級 定時制 
教科用図書及
び自体開発指
導資料等 
教科 
教師 
 
 
 
ウ．教科裁量活動の運営モデル例  
J 高等学校，Ｂ高等学校，Ｄ女子高等学校の教科裁量
活動の運営例を見てみると次の通りである。 
＜Ｊ高等学校＞ 
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数学と英語は必修とし，化学，国語，社会の中から生
徒が1科目を選択できるようにした。その理由は，深化・
補充学習の科目当たり単位数が3単位は多すぎ，2単位が
適当であるという意見が多かったので，科目当たり 2 単
位を学習するためには国民共通基本教科の深化・補充学
習として3科目を選定しなければならなかった。 
＜Ｂ高等学校＞ 
①教科開設：希望人員を中心にクラス編成に適合した 5
科目を開設（国語，社会，数学，化学，英語） 
②生徒選択：開設された科目の中から1つを自由選択 
③編成形式：希望選択による数学 3，英語 2，国語 2，社
会1，化学1つを固定学級編成 
④時間運営：定日制による木曜日の6，7時間目の2時間
で集中的に運営 
⑤指導教師：教科担当教師（なるべく担任教師を配置）
 
＜D女子高等学校＞ 
活動内容 
単
位 
科目/配当単位 備考 
英語 2 
数学 2 
水準別移
動授業 
教
科 
裁
量 
活
動 
国民共通基本 
教科の深化・
補充学習 
6 
国語/社会/化
学(選択1) 
2 
科目別移
動授業 
 
4．特別補充課程 
ア．特別補充課程の編成・運営時の留意事項 
（1）運営時期 
①該当学期中：該当学期中の適切な時間に実施 
②休業中：休業中の運営は教師，父兄，生徒の同意が必
要 
③次の学期中：休業中の運営が困難な学校で運営可能な
方案 
 
（2）学級の適正人数 
学校の与件が許す範囲で可能であれば 1 クラスの人数を
少なく編成するように努めなければならない。J高，K高，
H高は21-29人程度で，D女子高等学校は20人以内とし
学級を構成し運営している。 
 
（3）授業時数 
 
まず特別補充課程で補充しようとしている最少学級要
素を抽出することで特別補充課程の授業時数を算出する
必要がある。補充する基本教科の内容及び時数，生徒の
学習欠損の程度，対象生徒の水準差，教科間の重複対称
者の人数，教師の授業負担等を考慮する。大部分の高等
学校では学期当たり20時間程度運営している。 
 
 
（4）指導内容及び教授・学習資料 
特別補充課程では，領域別または単元別に最少必修学
習要素を抽出し補充させるのが望ましい。正規の時間に
使用した補充学習資料を時間ごとにより簡単に構成した
り，別度に作成し指導することが望ましい。各時間ごと
に開発した資料をそのまま利用することもできるが，そ
れを生徒の水準に合わせて再構成することが良い。 
 
（5）対象者の選定基準 
対象者を選定する際には①学習欠損があるか?(領域別，単
元別)②段階進級基準に到達できていないか?③父兄の同
意を得ているか?等の事柄を考慮し選定する。 
 
イ．特別補充課程の運営例 
次は特別補充課程を研究学校で模範運営したO高等学
校を含む３校の運営例である。 
＜O高等学校＞ 
・特別補充課程クラスの中でも生徒の水準差が非常に大
きいので，指導の効率を上げるために成就度が 30％未
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満の生徒は別のクラスに編成した。 
・予備段階 2 次編成からは特別補充課程の生徒の指導を
強化するために，自ら志願した生徒は編入させずに基
礎学力不振クラスを新設し，履修後の学事処理事項等
は特別補充課程クラスと区別し，名称は英語探究 3 組
とした。 
・学級ごとの編成人数は個別学習指導が可能である 20～
25 人程度にした。実際のアンケートでも教師，父兄，
生徒の80％以上が20～25人程度を希望した。 
 
＜J高等学校＞ 
(1) 1学期が始まる前の診断テストを基に学期の初めに科
目ごとに20時間を運営した。 
(2) 5月の初め(1次テストの後)に全生徒を対象に中間段階
の評価を実施し20時間を運営した。 
(3) 1学期末に全生徒を対象とした進級評価の後，未到達
者に関して休業中に20時間を運営した。 
(4) 学期中の特別補充時間運営は8時間目に実施した。 
（・数学：月，木曜日 ・英語：火，金曜日 交差運
営－重複者考慮） 
(5) 学期末段階進級評価で該当段階の学習目標水準に到
達できていない生徒は「休業中特別補充課程」に参
加し，休業中には別度の時間表を基に運営した。 
(6) 休業中の特別補充課程が終了する前に再評価(特別補
充課程履修評価)を実施し，到達できていない生徒は
「2学期の初めの特別補充課程」の参加を前提に進級
させた。 
(7) 特別補充課程の履修評価法案(休業中対象者の履修再
評価) 
・履修認定基準は教科協議会で60～70％を基準とした。
 
 
 
＜H高等学校＞ 
(1) 特別補充課程対象者の選定基準 
1) 新入生の場合－正規のクラスについていくのが困難
であると判断された生徒  
2) 段階進級資格－定期考査の科目成就度が 50％に到
達できていない生徒 
3) 特別補充課程履修希望生徒 
4) 教科指導教師が特別補充課程の履修を勧める生徒 
(2) 特別補充課程クラスの編成 
1) 1クラス当たり20人以内とし，教科別該当段階の基
本課程の中から核心内容を抽出し運営する。 
2) 名称は英語探究クラス1，2とする。 
(3) 特別補充課程の運営 
1) 運営時期 
ア）学期中：正規の授業後 1時間(7 時間目)ずつ，週
4日(月，火，木，金)運営 
イ）休業中：2週間(12日)，1日に科目当たり2時間
ずつ運営する。(科目重複者考慮) 
2) 運営時間(1学期当たり) 
ア）数学：24時間   イ）英語：24時間 
 
III．英語科水準別教授・学習方法 
1．言語機能別教授・学習モデル 
 ア．リスニング 
 
 
 
Greeting and Introduction 
to a Chapter 
本時の学習内容に関連する話で始める。 
学習目標提示，学習内容の要点に集中 
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○  Greeting and Introduction to Chapter (2分) 
出席確認の後，この時間に学習する内容に関する話
をしながら学習目標を言及する。 
How are you feeling today?  I’m not so good.  
Because I had a quarrel with my friend.  She wanted to 
talk about her problem with me.  But I talked too much 
about myself.  So she was very angry.  Today we’ll learn 
about how to win friends and influence people.  By the 
end of this period, you will be able to 1) talk about the best 
way to make friends, 2) describe picture of four situations, 
and 3) understand each situation after listening to the tape 
recorder.  
 
○  Walk-around Activity (12分) 
  I will give you a worksheet.  On the worksheet there 
are eight questions. From 1to 6 find out your classmate 
who answers “yes” and then write down your friend’s 
name on the blank.  From 7 to 8, ask three classmates 
and write down three answers. 
8 分程度活動をした後，4 分間ワークシートを見な
がら小グループ別に確認する。 
（すべての活動が早く終わった生徒には English Zone
にある色々な英語の学習資料を選択させ学習させ
る。）また生徒がクラスメイトに質問する時に参考で
きるようにGuide QuestionをOHPで提示する。 
 
○  Picture Guessing Activity (20分) 
各状況に合った絵を提示し，小グループ別に類推学習
教授・学習過程案 
Walk-around Activity 情報収集活動(Information gap filling activity)の一つ。授業内容
を聞く前に本時の学習内容の連係活動 
Picture Guessing Activity 
Listening to Dialogues and Listening 
Test 
類推活動を通した本文の学習内容に対応する
Brainstorming活動を指導
実際の学習内容の成就，自分の水準に合った水準別学習用紙を選択
し学習する（生徒水準別学習用紙の開発が必要） 
Homework and Closing Lesson  自分が選択した水準別学習用紙の解答確認・評価及び課題提示，
次の時間の予告
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活動をする。教師は各グループを回りながら生徒が難
しいと感じる単語や表現を英語で話す際に助言する。
10分間活動した後，教師が生徒全体に絵を見せながら
グループ別に学習した内容を発表させ，教師も次のよ
うな色々な誘導質問をする。 
There are four pictures representing four situations.  
Looking at the pictures, we can guess what each picture is 
about.  Let’s make questions and ask your friends each 
question.  And let’s try to find out the story of each 
situation in group. Later I will ask you questions about each 
situation.  And then we will compare our story with the 
script. 
 
○  Listening to Dialogues and Listening Test (12分) 
テープを何回も聞きながら各自の水準に合ったリ
スニング評価ワークシートを選択し学習させる。ワー
クシートを水準別に3つ準備する。Aグループには文
章を書かせる方法を使用し，BグループにはAグルー
プの生徒よりも簡単にし単語とよく使われる表現を書
かせるようにし，C グループには文章を並べて置いて
その文章の番号を正しい順序に書かせる方法を使用す
る。すべての生徒が何回もテープの内容を聞きながら
ワークシートの学習ができるようにずっとテープが繰
り返されるように準備しなければならない。学習者自
らに自分の水準に合ったワークシートを選択させる。
この活動の中で教師はBグループとCグループに関心
を持ち個別指導を行う。 
  Let’s listen to the tape recorder.  You can listen until you 
can understand.  I prepared three kinds of worksheets.  
Choose one according to your level.  You can get any kind 
of worksheets.  Go ahead. 
  
○  Homework and Closing Lesson (4分) 
この時間学習した各 situationごとにあらすじを要約
する宿題を出す。 
 
イ．スピーキングとライティング 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Mind Map7 Activity  
Greeting 
Introduction to Today’s 
Lesson 
日常会話，学習雰囲気を作る 
学習内容及び学習目標の提示 
Mind Map設計，作成後教室の壁に提示，他の学習資料と共に活用 
7. Semantic mappingともいい，概念をブレインストーミングして図表に表す活動 
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○Greeting and Introduction to Today’s Lesson (4分) 
夏休みは楽しかったか，また新学期の新しい決心に
ついて話し，本時学習する内容と学習目標を言及する。 
  Hi! everyone.  Today is the first day after summer 
vacation.  Did you have a good time?  I was really busy.  
I did many things at home.  How about you? And do you 
have new plans for a new semester?  I hope you will 
continue to be interested in English class.  Today we will 
talk about our summer vacation using Mind Map.  So by 
the end of this period, you will be able to express what you 
did during the vacation and know what your friends did.  
 
○  Mind Map Activity (15分) 
まず教師が夏休みをどのように過ごしたか簡単に
説明しながらMind Mapを描く。それから生徒に各自
自分の夏休みの生活について描かせた後，夏休みを一
言で表すとどんな単語で表現できるか代表的な単語を
Mind Map の下に書かせる。すべて終わった生徒は壁
に自分のMind Mapを貼らせ，他の生徒が活動してい
る時間に空いている空間に配置してある英語学習資料
を学習させる。このようにするとまだ作業を終えてい
ない生徒が焦らないで落ち着いて活動できる(個人差
考慮)。 
 
○  Exhibition View Activity and Walk-around Activity 
(28分) 
クラスメイトが壁に貼った内容を見ながらワーク
シートの問題を解く。その次に各グループ内で自分が
まとめた内容を発表する，各小グループの活動が終わ
った後には，各グループ1人ずつ発表させる。生徒が
他のクラスメイトのMind Mapを見ている間教師も見
ながら，生徒がどんな事を最も多く行ったか list を作
教授・学習過程案 
Exhibition View  
Activity and  
Walk-around Activity 
掲示された Mind Map を見た後，教師が事前に準備しておいた
worksheetの問題を解き，まとめる
Make a Presentation 
Homework and Closing  
Lesson 
生徒のMind Map 活動後，最も多かった事に対する list の作成，発
表させる
Mind Mapの活動内容を基に一つの作文課題を提示 
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個別評価及び 
グループ別協力学習 
始   め 
前時の学習の確認 
学習目標の提示 
大集団授業 
個別学習 
グループ別協力学習 
協力学習の発表 
相互点検学習 
大集団授業 
おわり 
学習目標を表現するために学習雰囲気を作る，学習姿勢の確立 
前時の学習の復習及び本時の学習の連携性を考慮 
出発点の行動及び動機誘発等，学習意欲を高め，学習目標の原理の説
明及び本時の概念を提示
本時の学習内容，概念の説明 
Higher Level, Lower Level 本時の学習中の内容に従い能力別，水準別
学習を自主主導的に解決する
個別学習をしたワークシートをグループで相互協力しながら解決する
選択したワークシートをグループで相互協力学習を通して問題解決策
を探す
解決したワークシートをグループで発表し確認 
グループ別及び教師との相互学習による課題の再点検。解決できた生
徒は次の範囲の課題を個別に解決
本時の内容の要点まとめ，課題の提示，次の時間の予告 
本時の学習終了 
成し，発表が終わった後に生徒と共にその list をまと
める。 
  Everybody! Stand up and go around looking at your 
friend’ Mind Map.  Choose one that you really like and try 
to answer the questions on your worksheet.  If you are 
finished, discuss with your friends in group.  Later I will 
let you make a presentation publicly. 
 
○  Homework and Closing Lesson (3分) 
Mind Mapを基に生徒に作文の宿題を出す。 
 
ウ．リーディング 
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個別点検学習 
始  め 
学習目標の提示 
大集団授業 
グループ別協力学習 
ゲーム（発表と参加） 
大集団授業 
おわり 
本時の授業の学習目標を提示するために，教師は学習雰囲気を作り，
生徒は学習姿勢を確立させる。
学習目標及び本時の概念を教師の主となって説明する。 
生徒は新出単語を聞き，読む練習をする。 
生徒は提示された語彙に関連する課題の中から水準と適性にあった物
を選択し，相互協力して解決する。
解決した課題を中心に，グループ別にゲームを進行し，残りのグルー
プはゲームに参加する。
グループ学習とゲームを通して練習した単語を多様なワークシートを
通して個別に確認する。
自由な雰囲気の中で教師は随時指導計画，課題提示，次の時間の予告
等をする。
本時の学習を終える。 
エ．語彙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学習の流れ 教師の活動 生徒の活動 
始め 
・出席確認 
・相互あいさつ 
・相互あいさつ 
・学習の雰囲気を整える 
学習目標の 
提示 
・学習目標提示 
・4-5人のグループを作る 
・学習目標の認識 
大集団授業 
・新出単語を聞く 
・新出単語を読む 
・2回繰り返して聞く 
・声に出して大きく読む練習をする 
グループ別 
協力学習 
・4つのグループ別ワークシートを
提示し，それぞれ説明する。 
・グループ別に4つのワークシートの中から
水準と適性にあった物を選択する。 
・グループ別に活動をしながら協力しワーク
シートの課題を解決する 
ゲーム 
(発表と参加) 
・ゲームの進行方式を説明する。ゲ
ーム進行時に生徒が英語で説明
し，答えを当てたり間違えたりし
た際の反応も英語でするように
指導する。 
・各グループはワークシートで解決した課題
を中心に単語に対する説明をする。 
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学習の流れ 教師の活動 生徒の活動 
個別点検学習 
・教室全体を回りながら個別的に生
徒を指導する。 
・ゲームを進行させながら自ら評価し，補充，
深化ワークシートの中から選択し課題を
解決する。 
大集団授業 
・個別点検ワークシートをまとめ，
正解を提示する。 
・学習目標をもう一度確認し，単語
学習の成果を確認する。 
・次の時間のリーディング学習 を
予告する。 
・各自行ったワークシートの正解を確認し，
本時の学習目標をどのくらい達成できた
か確認する。 
 
オ．リーディングとライティング 
For the higher level students 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
No 
始  め 
探究問題の 
提示 
探究問題の 
提示 
Show & 
Tell 
グループ別評
価及び大集団
深化個別 
学習 
グループ別
協同学習Ⅱ
本時の学習目標を提示するために，教師は学習の雰囲気を作り，生徒は学
習の姿勢を確立させる。 
探究問題を提示することにより，本時の学習目標を提示する。 
生徒は提示された「問題」をグループで相互協力しながら解決する。 
解決できた問題をグループ別に他のグループに発表する。 
（生徒の創意力，問題解決能力を発揮） 
生徒が解決できたワークシートをまとめながら正解
を提示することで，自然にグループ別評価が並行され
るようにしながら共通学習要素をまとめる。 
本時の学習課題を解決したグループは多様な内容が与えられた深化学習
課題を自身の興味に合わせて選択し個別に解決する。 
相互点検 
学習 
自身の個別問題を解決した生徒は同一の問題を解いている生徒と
の自然な相互協力学習を通して問題解決力を身につける 
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For the Lower level students 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大集団 
学習 
終わり 
自然な雰囲気の中で教師は進化個別学習のまとめと随時指導計画，
課題の提示，次回の予告等をする。
本時の学習を終える。 
おわり 本時の学習を終える 
始  め 
探究問題の提示 
大集団学習 
グループ別協力学習Ⅰ 
Show & Tell 
グループ別評価及び
大集団学習 
グループ活動を通した 
進化学習 
大集団授業 
N 
本時の学習目標を提示するために，教師は学習の雰囲気
を作り，生徒は学習の姿勢を確立させる。 
探究問題を提示することにより，本時の学習目標を提示する。 
生徒が直接探した基本学習要素(語彙，構文)等を教師との相互協力
学習により解決することで，グループ別協力学習が行える基本的な
問題解決力を養う。 
生徒は大集団学習を通して学習した基本的な学習要素を活用し，グ
ループのメンバーで相互協力しながら問題を解決する。 
解決できた問題をグループで他のグループの前で発表： 
手紙の文章であるという点に留意しながら多様な形態の手紙が作
成されるように生徒の創意力を発揮させる。 
グループ別
協力学習Ⅱ 
Show & Tellの課題を通して問題に
対する解決策に触れることで，生徒
自らの自然なグループ別評価がなさ
れるようにする。グループ別評価後，
核心学習要素についての生徒の理解
を助ける。 
類似問題をもう一度グループ別協力学
習を通して解決することにより，学習
内容を適用・深化させる。 
問題解決の方向を提示，課題の提示及び次回の予告 
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上記に提示したモデルの中で最も重視する2つの箇
所は，Show & Tell の段階である。つまり，生徒がグ
ループ別に自ら活動することで問題解決をすると同時
に，自身の解決策を他の生徒達の前で Show & Tell を
通して発表できる段階である。 
また，この 2 つのモデルの中で注意するべき点は，
探究問題の提示(学習目標の提示)段階で教師の細かな
注意が必要な部分である。この過程では教師が教科書
の内容を再構成した問題用紙(本時学習資料)を準備し，
生徒にそれを提示する時に少しの競争意識を持たせる
ようなゲーム方式により活動を開始させる。勿論，探
究問題用紙は教科書と同一の内容であるが，教科書を
前もって机の中にしまわせると，生徒は本時の授業資
料が教科書と同じであるということに気づかず，退屈
な授業とは違いずっと意欲的で積極的な授業が展開で
きる。 
また，グループ別協力学習時間後の楽しくて多様な 
Show & Tell のために前もって前時間に生徒に課題を
提示し，他の資料と共にその課題物を準備させてくる
ことで，生徒の創意力伸長と問題解決能力向上が共に
成されるように配慮するのが望ましい。このように探
究問題を提示しグループ別協力学習を経て Show & 
Tell を経る点が，上記に提示した 2 つの授業モデルの
大きな共通点であると言える。 
また他の共通点は，グループ別評価の後に行われる
探究問題解決の成功グループと失敗グループを指導す
る方法である。基本探究問題を成功させたグループは
上・下水準クラスすべて深化学習段階を経る反面，失
敗したグループはより簡単であったり似たような水準
の類似問題に接する段階，すなわち補充学習段階を経
ながら再学習の機会を持つ。このようなグループ別協
力学習Ⅱの段階を成功させた後，再び深化学習段階に
よって，より高度な水準の問題を自信を持って解決で
きる能力の習得機会を提供した。 
しかし，上位水準の授業モデルでは，グループ協力
学習後，大集団授業で学習要素を提示することにより，
上位圏の生徒が自身の問題解決過程，すなわちグルー
別協力学習の時間中に共通の学習要素を学習すること
になり，大集団授業ではすでに学習した内容を確認・
点検すると共に自然に自身が学習した過程についての
自然なグループ別評価がなされる。その次の段階は深
化個別学習過程として，ある程度の水準に到達した生
徒が個別学習過程を通して充分な学習要素を定着・適
用できる時間になるであろう。その反面，下位水準の
授業モデルでは，グループ別協力学習の前に前もって
生徒と教師が学習要素を探し出し基礎学習能力を備え
た上でグループ別協力学習をすることにより，学習不
振の生徒に自信感を植えさせ問題解決のための基礎学
習能力を備えさせる方法を取り上げる。同時に，グル
ープ別評価後にも，再びグループ別学習活動を通して
深化学習がなされるようにする。また，一つ念頭に入
れておかなければいけない事柄は，生徒を学業成就水
準別に分けたとしても，上位クラスあるいは下位クラ
スの構成員全部が同じ水準の学業水準を持った単純分
類集団と仮定し授業を展開してはならないという点で
ある。 
従って上・下位クラス内での水準を考慮し，深化学
習段階では生徒に提示する学習資料を上・中・下の 3
つの水準を準備し，各自自身の水準に合った問題を選
択・解決した後，その次の段階の問題を解くようにし
た。 
 
カ．グループ学習 
学習指導方法は小グループ別に協力学習を奨励し，
課題解決に困難を抱えていたり学習意欲の低い生徒に
対して指導教師が積極的に個別指導を実施するモデル
である。まず，学習に消極的な生徒の気質を考慮して，
退屈にさせず，興味を沸かせ，生徒が能動的に参加で
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きる方向に指導し，英語の基本核心内容を学習する際
に実質的な手助けができるような方向に向かわせる。 
一斉授業の段階では，学習に興味を持つことができ
るように，多様なマルチメディア施設と映像媒体を使
用し，その時間に学習しなければならない内容を提示
するのが良い。 
グループ活動とは，特別補充クラスの生徒の間でも
水準別学習が展開できるということを示す一つの例で
ある。教師が伝達したり生徒が学習すべき内容を理解
した生徒が，そうでない生徒を共に助けて問題を解決
していく活動である。これと同時に教師の助けが必要
な場合，個別に教師の指導を受けることができる。 
深化学習とまとめの段階で，個別課題を早く終えた
生徒の探究活動のために，多様な学習道具と学習に関
する器具を配置し使用するようにするのも良い方法で
ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．ICT活用教授・学習 
ア．教授・学習モデル 
（１）理解活動のタスクモデル 
 
始め
一斉授業
グループ 
学習 
グループ 
学習 
形成評価
No
Yes 
深化学習
まとめ
終わり
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教授・学習段階 教授・学習活動の細部実行ストラテジ  ー
Ⅰ-1. 
 
 
状況 
説明 
▶タスクに関連した言語的問題状況を提示 
▶状況設定時に考慮する点 
・学習課題が学習者に充分な動機と興味を誘発させる意味のある対象で教授・学習段階に溶け込
み自然に導入 
・タスクの背景と言える「状況」が，その素材や構成上実生活と関連があり，学習者の要求及び
必要に応じるように設定 
▶状況提示のための ICT道具の特徴を考慮し決定 
・再構成及び加工して提示する場合：PPT8利用 
・実際の資料をそのまま提示する場合：ウェブ 
・マルチメディア的オーディオ/ビデオの資料を通して提示する場合：CD-ROM 
Ⅰ-2. 
 
タスク 
提示 
▶タスクの設定：生徒自身が持っている全ての知識と経験を総動員しなければならない問題
(problem)である必要がある。また，他の生徒とお互いに英語で情報交換をする時にそのコミュニ
ケーション目標を達成できる問題でなければならない。課題は生徒が学習しなければならない言
語的・情報的内容を含んだインプット(input)と。生徒が実際に行う(activity)から構成される。こ
れらの課題は授業の成功と失敗を決定する程非常に重要なので，その設定段階から慎重に考慮す
る必要がある。 
▶コミュニケーション的タスクの提示 
・実際のコミュニケーション的問題状況を表したコミュニケーション的タスクが脈略を考慮しつ
つ構成されなければならず，それが学習者の積極的かつ自己主導的な活動への参加を促すこと
ができるようにする。そのためには，それを行うための動機誘発と挑戦意思を駆り立てる程度
の学習者の水準に合った適度な興味と難易度を維持していなければならない。 
・表現活動のタスクは，すでに習得しているリスニング/リーディング等の能力を基に学習者自ら
の自発的なスピーキング/ライティング等の表現を中心とした能動的な産出(production)を誘導
するタスクでなければならない。 
・学習対象者の段階に合ったコミュニケーション機能を含んだ興味深い状況設定を通して，多様
な形態のタスクが構成可能である。ただ，本段階では表現の機能が単元では初めて導入されて
いるので，表現能力の基礎を計るタスクが願わしく，理解機能が習得されている場合でも言語
四機能が複合的に盛り込まれた高次元的タスクの導入は避けることが望ましい。 
▶理解活動タスクの適用可能領域：Listening Focus I, II, Additional Practice, Reading Task I, II, Check up
▶タスクの提示方法：学習者に明確に認識させることのできるテキスト化されたプレゼンテーショ
ン形態が最も一般的である。 
Ⅰ-3. 
 
タスク 
遂行 
説明 
 
▶タスク遂行準備度の確認 
・本時の学習課題の円滑な遂行のために必要な重要単語や句，表現等が習得できているかどうか
確認する必要がある。 
・タスク遂行課程で要求される ICT機能とその水準を点検する必要がある。 
▶準備度が低い学習者の指導 
・補充指導に対する処方を用意したり，タスク自体の難易度を下げ，学習者の水準に合わせて調
整し提供する。 
・グループ別でのタスク遂行により授業を展開する場合には，遂行に合わせてグループ内での役
割を多少簡単にしたものを配置する。 
▶教師の役割：遂行方法を説明したり，タスク遂行時に特別に要求される学習者の組織を整えるの
もこの段階で行う必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ
．
準
 
 
 
備
 
Ⅰ-4. 
 
実行計画
樹立及び 
発表 
▶グループ別協力学習展開時の必要：前の活動で教師が主導となっていたのに対し，ここでは初め
てその主導権が学習者に移る段階であると言える。従ってこの段階からは，授業環境や学習者の
ICT水準が活動を計画する際に重要な鍵となる。 
▶学習環境に合わせた方法 
・グループ学習室：学習者がグループ別討議を通してタスク遂行計画を樹立し，その結果をプレ
ゼンテーション形態で発表できる。 
 
 
                                                        
8 パワーポイント素材のことを指す。 
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教授・学習段階 教授・学習活動の細部実行ストラテジ  ー
Ⅰ
．
準
備
 
Ⅰ-4. 
 
実行計画
樹立及び 
発表 
・教壇先進化教室 9：学習者の ICT道具の使用機会が限られているので一般教室活動形態でのポ
スター発表式が適切である。 
▶教師の役割 
・学習者の ICT 水準が高いようであればより多様な ICT 道具を使用し，より洗練された方法で
発表が行われるように誘導することが可能である。 
・教師は学習者自らが決定した事項に対して最大限に尊重しながらも，不足している事項や実行
に問題がある部分に対しては援助者や促進者として助言する。 
Ⅱ-1. 
 
タスク 
遂行 
 
1) 
概略的/
細部的
理解 
 
▶タスクに関連した全体コミュニケーション事項に対して聞いたり読んだりすること
で内容を理解し，タスク遂行に新しく必要な核心的表現を脈略に配慮しながら推測
していく活動段階である。 
▶学習資料の提示方法 
・大部分の出版社はマルチメディアの付録資料として教師用のCDを提供しているが，
エデュネット10マルチメディア教育資料の場合にはデータベース化された資料が数
少ない。 
・テープのような一般化された資料を最大限に活用することが現実的な方案である。
・オーディオ資料は生き生きとしたビデオ画面を同時に味わえることができるマルチ
メディア資料よりも効果面において多少劣るので，オーディオ資料が提示されてい
る間はそれに関連したグラフィック資料をプレゼンテーションで提示したりウェ
ブサイトを一緒に見せることで効果を上げることができる。 
Ⅱ-1. 
 
タスク 
遂行 
2) 
身体的/
言語的
反応 
 
▶本段階においては本タスクを単純にした類似タスクや教師が前もって準備しておい
た問題を通して個別あるいはグループ別に予行活動をする。そして，前の段階の「概
略的/細部的理解」で教師が主導となり活用していたマルチメディア資料の中から生
徒のタスク遂行に深く関与しているコミュニケーション資料を選定して「予行活動
や類似タスク」を行い，生徒自らが操作し繰り返し聴取できる機会を与える。 
▶学習資料の活用：CD-ROMやエデュネットマルチメディア教育資料，あるいはビデ
オ，オーディオ等の資料が可能であり，授業環境及び学習者の水準を考慮して実践
が容易なものを選定する。 
▶タスク構成の例示 
・内容を聞いて絵の順序を決める 
・内容を読んでテーマを表す絵を選択する 
・概括的な事項を聞いたり読んだりして，内容が正しいかどうか区別する 
・内容を聞いたり読んだりして細かい絵を描く 
・内容を聞いたり読んだりして項目にチェックする 
・内容を聞いたり読んだりして間違いを探す 
・内容を聞いたり読んだりして空欄を埋める 
・細部事項を聞いたり読んだりして正しいものを区別する 
・身体で反応する 
Ⅱ
．
タ
ス
ク
準
拠
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
 
Ⅱ-1. 
 
タスク 
遂行 
 
 
3) 
依存的
活動 
▶本段階では聞いたり読んだりする理解活動を基盤とする本格的なタスクの遂行。 
▶学習資料の活用 
・リスニングタスクの遂行はCD-ROM，マルチメディア資料，オーディオ資料等を活
用し，リーディングタスクは大体WP11やPPTのようなプレゼン資料等を活用 
・学習者の水準が高い場合は，ウェブ文書のような加工されていない実際の使用の活
用も可能である。 
▶教師の役割 
・学習者がタスク遂行を通して自然にコミュニケーション目標を達成できるようにそ
の方向性を維持する 
・理解活動といっても学習者の表現活動を意図的に際限する必要はなく，能動的な位
置から自ら創意的に活動できるように激励する必要がある。 
                                                        
9 通常教室の教師の教壇にPC, OHP, スクリーンなどの機器操作を集約化させた教室のこと。 
10 韓国教育学術情報院が発信している総合サイバー教育サイト。 
11 ワードパーフェクト（ワープロソフト）のことを指すと考えられる。 
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教授・学習段階 教授・学習活動の細部実行ストラテジ  ー
Ⅱ
．
タ
ス
ク
準
拠
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
 
Ⅱ-2. 
 
結果発表 
及び共有 
▶タスク遂行結果の発表は「発表」という側面から遂行計画の発表と類似したストラテ
ジーでアプローチすることができる。 
▶学習環境に合わせた活動方法 
・グループ学習室：遂行結果をプレゼンテーション資料の形態で製作・発表 
・教壇先進化教室：一般の教室活動形態のポスター式発表や，学習者の段階に合わせ
てレポート形式の書面発表も可能である。 
・ウェブが整えられた環境：掲示板の活用を通して結果物を搭載し共有する事が可能
であるので，発表と共に友達からの即座の評価・フィードバックも可能である。 
・on/off-line活動を並行し，遂行結果を発表するストラテジーも有用である。 
▶教師の役割 
・発表のために無理な表現機能を要求しないように注意する。 
・可視的な結果物が無い場合もあるので，無理に計画して遂行の終わりの段階を不自
然にさせる必要はない。 
Ⅲ-1. 
 
学習した表現の 
まとめ 
▶学習者主導のタスク遂行活動が流暢さ重視のコミュニケーション活動であったなら
ば，本段階は主にネイティブスピーカーの発音を通して学習した表現を正確さ重視で
確認しまとめる教師主導の活動であると言える。 
▶この段階はネイティブスピーカーの音声支援が可能であるマルチメディア的資源が
有用に使用できるので，このような機材が含まれている CD-ROMやウェブ基盤モジ
ュールプログラム，オーディオ/ビデオカンファレンス等の様な ICT 道具の効果的な
活用ストラテジーが必要である。 
Ⅲ
．
ま
と
め
 
Ⅲ-2. 
 
適用 
及び転移 
▶本時に新しく学習したコミュニケーションの表現を深化させ適応させるために，発展
的な応用活動を適応させるストラテジーが必要である。 
▶まとめの段階で行われる行動であるので，タスク遂行の本時の活動の様に比重のある
活動を構成する必要はなく，短い時間内で密度のある簡単な全体活動を計画するス
トラテジーが望ましい。 
▶試演，応用ゲーム等を適用させ実生活としてへの転移を高める。 
 
（２）表現活動のタスクモデル 
教授・学習段階 教授・学習活動の細部実行ストラテジ  ー
Ⅰ-1. 
 
状況 
説明 
 
▶タスクに脈略的な言語的問題状況を提示：タスクに実践性と必要性を与える。 
▶状況設定時に考慮する点 
・学習課題が学習者に充分な動機と興味を誘発させる意味のある対象で教授・学習段階に溶け
込み自然に導入 
・タスクの形式的な背景と言える「状況」が，その素材や構成上実生活と関連があり，学習者
の要求及び必要に応じるように設定 
▶状況提示のための ICT道具の特徴と限界点を考慮し決定 
・再構成及び加工して提示する場合：PPT利用 
・実際の資料をそのまま提示する場合：ウェブ 
・マルチメディア的オーディオ/ビデオの資料を通して提示する場合：CD-ROM 
Ⅰ
．
準
 
 
備
 
Ⅰ-2. 
 
タスク 
提示 
▶タスクの設定：生徒自身が持っている全ての知識と経験を総動員しなければならない問題
(problem)である必要がある。また，他の生徒とお互いに英語で情報交換をする時にそのコミュ
ニケーション目標を達成できる問題でなければならない。課題は生徒が学習しなければならな
い言語的・情報的内容を含んだインプット(input)と生徒が実際に行う(activity)から構成される。
これらの課題は授業の成功と失敗を決定する程非常に重要なので，その設定段階から慎重に考
慮する必要がある。 
▶表現機能的タスクの提示 
・実際のコミュニケーション的問題状況を表したコミュニケーション的タスクが文脈を考慮し
て構成されなければならない。そして，それが学習者の積極的かつ自己主導的な活動への参
加を促すことができるようにするためには，それを行うための動機誘発と挑戦意思を駆り立
てる程度の学習者の水準に合った適度な興味と難易度を維持していなければならない。 
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教授・学習段階 教授・学習活動の細部実行ストラテジ  ー
Ⅰ-2. 
 
タスク 
提示 
・表現活動のタスクは，すでに習得しているリスニング/リーディング等の能力を基に学習者
自らの自発的なスピーキング/ライティング等の表現を中心とした能動的な産出(production)
を誘導するタスクでなければならない。 
・学習対象者の段階に合ったコミュニケーション機能を含んだ興味深い状況設定を通して，多
様な形態のタスクが構成可能である。ただ，本段階では表現の機能が単元では初めて導入さ
れているので，表現能力の基礎を計る次元のタスクが願わしく，理解機能が習得されている
場合でも言語四機能が複合的に盛り込まれた高次元的タスクの導入は避けることが望まし
い。 
▶表現活動タスクの適用可能領域：Communicator I, II  Additional Practice, Guide Writing, 
Language Check 
▶タスクの提示方法：学習者に明確に認識させることのできるテキスト化されたプレゼンテー
ション形態が最も一般的である。 
Ⅰ-3. 
 
タスク 
遂行 
説明 
 
▶タスク遂行準備度の確認 
・本時の学習タスクの円滑な遂行のために必要な重要単語や句，表現等が習得できているかど
うか確認する必要がある。 
・タスク遂行課程で要求される ICT機能とその水準を点検する必要がある。 
▶準備度が低い学習者の指導 
・補充指導に対する処方を用意したり，タスク自体の難易度を下げ，学習者の水準に合わせて
調整し提供する。 
・グループ別でのタスク遂行により授業を展開する場合には，遂行に合わせてグループ内での
役割を多少簡単にしたものを配置する。 
▶教師の役割：遂行方法を説明したり，タスク遂行時に特別に要求される学習者の学習形態，
学習組織を調整することもこの段階で行う必要がある。 
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Ⅰ-4. 
 
実行計画
樹立及び 
発表 
▶グループ別協力学習展開時の必要：これまでの活動が教師が主導となっていたのに対し，こ
こでは初めてその主導権が学習者に移る段階であると言える。従ってこの段階からは，授業
環境や学習者の ICT水準が活動を計画する際に重要な鍵となる。 
▶学習環境に合わせた方法 
・グループ学習室：学習者がグループ別討議を通してタスク遂行計画を樹立し，その結果をプ
レゼンテーション形態で発表できる。 
・教壇先進化教室：学習者の ICT道具の使用機会が限られているので一般教室活動形態でのポ
スター発表式が適切である。 
▶教師の役割 
・学習者の ICT 水準が高いようであればより多様な ICT 道具を使用し，より洗練された方法
で発表が行われるように誘導することが可能である。 
・教師は学習者自らが決定した事項に対して最大限に尊重しながらも，不足している事項や実
行に問題がある部分に対しては援助者や促進者として助言する。 
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Ⅱ-1. 
 
タスク 
遂行 
 
 
1) 
形態 
集中 
練習 
▶タスクに関連した全体コミュニケーション事項に対して聞いたり読んだりす
ることで内容を理解し，タスク遂行に新しく必要な核心的表現を文脈的に推測
し，全体学習形態で重要な表現を集中的に練習する活動の段階である。 
▶学習資料の提示方法 
・大部分の出版社はマルチメディアの付録資料として教師用のCDを提供してい
るが，エデュネットマルチメディア教育資料の場合にはデータベース化され
た資料が数少ない。 
・テープのような一般化された資料を最大限に活用することが現実的な方案で
ある。 
・オーディオ資料は生き生きとしたビデオ画面を同時に味わえることができる
マルチメディア資料よりも効果的側面において多少劣るので，オーディオ資
料が実施されている間はそれに関連したグラフィック資料をプレゼンテーシ
ョンで提示したりウェブサイトを一緒に見せることで効果を上げることがで
きる。 
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教授・学習段階 教授・学習活動の細部実行ストラテジ  ー
2) 
意味のある 
活動 
▶本段階においては本タスクを単純化させた類似タスクあるいは予備タスクを通
して個別あるいはグループ別に予行的なタスク遂行活動を行い，前の段階であ
る形態集中練習で教師が主導となり活用していたマルチメディア資料の中から
生徒のタスク遂行に核心的に関与しているコミュニケーション資料に対して
「予備あるいは類似タスク」を与え，生徒自らが相互活用しながら繰り返し練
習し応用的な活用を体験できるような機会を与える。 
▶学習資料の活用：CD-ROMやエデュネットマルチメディア教育資料，あるいは
ビデオ，オーディオ等の資料が可能であり，授業環境及び学習者の水準を考慮
して実践が容易なものを選定する。 
▶活動の構成方法 
・必ずしもタスク活動である必要はないが，活動に一定のテーマがあり，学習者
に活動に対する目標を明確に認識させる。 
・タスク及び活動は次の本タスク遂行活動に脈略的に連係しているように構成す
る必要がある。 
・前段階の形態集中練習で抽出，練習した重要コミュニケーション機能を利用し
話したり書いたりする機能を通して，主に入れ替えや変形練習の活動が適用可
能である。 
Ⅱ-1. 
 
タスク 
遂行 
 
 
3) 
独立的 
活動 
▶学習資料の活用 
・スピーキングタスク活動：CD-ROMやモジュールプログラムの運用，ネイティ
ブスピーカーとの音声チャットの様なオンライン会話(オーディオカンファレ
ンス)の活用が可能である。 
・ライティング活動：ウェブの運用や電子メールを通した keypal，掲示板への書
き込み等が適用可能である。 
▶学習環境に合わせた活動方法 
・教壇先進化教室：全ての資料が教師用コンピューターとプロジェクション TV
を通した「提示」の形態でのみ可能であり，実際のオンライン会話(オーディオ
カンファレンス)や電子メール，ウェブ掲示板の使用等は殆ど不可能である。従
ってこのような場合，タスク活動自体を ICT活動とOff-Line形態の教室活動を
並行させながら展開できるように構成する必要がある。 
・グループ学習室及びマルチメディア室：タスク遂行過程において学習者自ら
が活動に対して前後関係から推測しながら道具や資料を製作し，個人的必要に
応じて表現活動の経験を拡大化できるように配慮する必要がある。 
▶教師の役割：学習者がタスク遂行を通して自然にコミュニケーション目標を達
成できるようにその方向性を維持する 
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Ⅱ-2. 
 
結果発表 
及び共有 
▶タスク遂行結果の発表は「発表」という側面から遂行計画の発表と類似したス
トラテジーでアプローチすることができる。 
▶学習環境に合った活動方法 
・グループ学習室：遂行結果をプレゼンテーション資料の形態で製作・発表 
・教壇先進化教室：伝統的な教室活動の形態であるポスター式発表や，学習者の
段階に合わせてレポート形式の書面発表も可能である。 
・ウェブが整えられた環境：掲示板の活用を通して結果物を搭載し共有する事が
可能であるので，発表とともに友達からの即座の評価・フィードバックも可能
である。 
・一般教室：on/off-line活動を並行し，遂行結果を発表するストラテジーも有用で
ある。 
Ⅲ
．
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Ⅲ-1. 
 
学習した表現の 
まとめ 
▶学習者主導のタスク遂行活動が流暢さ重視のコミュニケーション活動であっ
たならば，本段階は主にネイティブスピーカーの発音を通して学習した表現を
正確さ重視で確認しまとめる教師主導の活動であると言える。 
▶この段階はネイティブスピーカーの音声支援が可能であるマルチメディア的
資源が有用に使用できるので，このような機材が含まれているCD-ROMやウェ
ブ基盤モジュールプログラム，オーディオ/ビデオカンファレンス等の様な ICT
道具の効果的な活用ストラテジーが必要である。 
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Ⅲ
．
ま
と
め
 
Ⅲ-2. 
 
適用 
及び転移 
▶本時に新しく学習したコミュニケーションの表現を深化させ適応させるために，
発展的な応用活動を適応させる必要である。 
▶まとめの段階で行われる行動であるので，タスク遂行の本時の活動の様に比重の
ある活動を構成する必要はなく，短い時間内で密度のある簡単な全体活動を計画
する必要がある。 
▶試演，応用ゲーム等を適用させ実生活としてへの転移を高める。 
 
（３）相互作用活動のタスクモデル 
 
教授・学習段階 教授・学習活動の細部実行ストラテジ  ー
Ⅰ-1. 
 
状況 
説明 
 
▶タスクに脈略を考慮した言語的問題事項を提示：現実性と必要性を加えることで学習がより脈
略を考慮して成り立つように提示 
▶状況設定時に考慮する点 
・学習タスクが学習者に充分な動機と興味を誘発させる意味のある対象で教授・学習段階に溶け
込み自然に導入 
・タスクの背景と言える「状況」が，その素材や構成上実生活と関連があり，学習者の要求及び
必要に応じるように設定 
▶状況提示のための ICT道具の特徴と限界点を考慮し決定 
・再構成及び加工して提示する場合：PPT利用 
・実際の資料をそのまま提示する場合：ウェブ 
・マルチメディア的オーディオ/ビデオの資料を通して提示する場合：CD-ROM 
Ⅰ-2. 
 
タスク 
提示 
▶タスクの設定：生徒自身が持っている全ての知識と経験を総動員しなければならない問題
(problem)である必要がある。また，他の生徒とお互いに英語で情報交換をする時にそのコミュ
ニケーション目標を達成できる問題でなければならない。課題は生徒が学習しなければならな
い言語的・情報的内容を含んだインプット(input)と生徒が実際に行う(activity)から構成される。
これらの課題は授業の成功と失敗を決定する程非常に重要なので，その設定段階から慎重に考
慮する必要がある。 
▶相互作用活動タスクの提示 
・実際のコミュニケーション的問題状況を表したコミュニケーション的タスクが脈略を考慮して
構成されなければならない。そして，それが学習者の積極的かつ自己主導的な活動への参加を
促すことができるようにするためには，それを行うための動機誘発と挑戦意思を駆り立てる程
度の学習者の水準に合った適度な興味と難易度を維持していなければならない。 
・相互作用活動のタスクは，これまでに習得してきたリスニング/リーディング/スピーキング/ラ
イティング等の理解と表現能力を基に言語四機能が総合的に使用される複合的な形態のタス
クと言える。 
・基本的なコミュニケーション能力の向上は勿論，外国文化の理解や言語的情報活用能力の様な
高次的精神機能の習得までも実現させる必要がある。 
▶相互作用タスクの適用可能領域：Level-up, Self-study, 総合資料(Listening+ Speaking + Reading + 
Writing) 
▶タスクの提示方法：すでに関連事項がウェブやCD-ROM を通して紹介され，それに関連して
導き出されるものであるので，学習者に明確に認識させることのできるテキスト化されたプレ
ゼンテーション形態が最も一般的である。 
Ⅰ
．
準
 
 
備
 
Ⅰ-3. 
タスク 
遂行 
説明 
▶タスク遂行準備度の確認 
・本時の学習タスクの円滑な遂行のために必要な重要単語や句，表現等が習得できているかど
うか確認する必要がある。 
・タスク遂行課程で要求される ICT機能とその水準を点検する必要がある。 
▶準備度が低い学習者の指導 
・補充指導に対する処方を用意したり，タスク自体の難易度を下げ，学習者の水準に合わせて
調し提供する。 
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Ⅰ-3. 
タスク 
遂行 
説明 
・グループ別でのタスク遂行により授業を展開する場合には，遂行に合わせてグループ内での役割
を多少簡単にしたもので調整する。 
▶教師の役割：遂行方法を説明したり，タスク遂行時に特別に要求される学習者の組織を整えるの
もこの段階で行われる必要がある。 
Ⅰ
．
準
 
 
備
 
Ⅰ-4. 
実行計
画樹立
及び 
発表 
▶本段階は協同学習として展開する場合には必ず要求される。相互作用的な活動のタスクを総合時
間 12におけるプロジェクトの形態で実施する場合には，あらかじめ授業設計の段階で方法を考え
ておく必要がある。 
▶これまでの活動が教師が主導となっていたのに対し，ここでは初めてその主導権が学習者に移る
段階であるり，この段階からは，授業環境や学習者の ICT水準が活動を計画する際に重要な鍵と
なる。 
▶学習環境に合わせた方法 
・グループ学習室：学習者がグループ別討議を通してタスク遂行計画を樹立し，その結果をプレゼ
ンテーション形態で発表できる。 
・教壇先進化教室：学習者の ICT 道具の使用機会が限られているので，伝統的な教室活動の形式
であるポスター発表式が適切である。 
▶教師の役割 
・学習者の ICT 水準が高いようであればより多様な ICT 道具を使用し，より洗練された方法で発
表が行われるように誘導することが可能である。 
・教師は学習者自らが決定した事項に対して最大限に尊重しながらも，不足している事項や実行に
問題がある部分に対しては援助者や促進者として助言する。 
1) 
誘導
的活
動 
▶教師が主となり行われるタスク遂行の予備活動として，単純に遂行を説明する事とは異
なり，本タスクに関連した例示的活動をプレゼンテーションしたり，習得されているべ
き表現等を説明し，全体活動を通して練習する段階の活動である。 
▶学習資料の提示方法 
・大部分の出版社はマルチメディアの付録資料として教師用の CD を提供しているが，
エデュネットマルチメディア教育資料の場合にはデータベース化された資料が数少な
い。 
・録音機や doctorwicom13を活用したテープ資料の様な一般化されたオーディオ資料を最
大限に活用するのが現実的な方案である。 
・オーディオ資料は生き生きとしたビデオ画面を同時に味わえることができるマルチメ
ディア資料よりも効果的側面において多少劣るので，オーディオ資料が実施されてい
る間はそれに関連したグラフィック資料をプレゼンテーションで提示したりウェブサ
イトを一緒に見せることで効果を上げることができる。 
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Ⅱ-1. 
 
タスク 
遂行 
 
 
2) 
遂行
スト
ラテ
ジー
実践 
▶本段階はでは，前段階の誘導的活動にさらに加えられたタスク遂行のグループ別(あるい
は個人)遂行ストラテジーを実践に移す活動である。 
▶タスクの性質・形態に合わせた遂行ストラテジ  ー
・一般的にタスク遂行に必要な情報や資料を探索し収集し，場合によっては制作活動が
伴う場合もある。 
・タスクがグループ活動を必要とする場合には，計画段階で決められた役割分担に従い
各グループメンバー各自が担っている活動を積極的かつ能動的に遂行できなければな
らない。 
・教師は，各グループで学習者の水準に合った役割分担が適当に行われるように前もっ
て介入し，本活動がグループ別に協力的に行われるようにする必要がある。 
▶学習資料の活用及び指導 
・ICT活動は主に情報探索・分析活動であるので，一般的にウェブ検索がなされる。 
 
                                                        
12他教科との合科など，英語の授業に別の教科を融合させる，いわゆる統合化した授業。 
13 ラボ教室の機材を生産する企業の登録商標。いわゆるマルチメディア機材（生徒のコントロールブース）のこと。 
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2) 
遂行ス
トラテ
ジー実
践 
・教壇先進化教室：新聞記事や雑誌，その他本等を活用したoff-line活動の比重を高めて
計画しなければならない。 
・on-line資料であれoff-line資料であれ，必要な情報の検索を単純に検索活動として終わ
らせず，次の段階の総合的相互作用活動に脈略的に連係させるためには，必ず分析と
分類活動まで行い，必要な情報を取捨選択できる判断力を養えるように誘導する。 
・学習者の水準が高い場合，該当専門家のインタビューや電子メール交換の様な音声言
語的あるいは文字言語的な情報コミュニケーション活動をすることも良い。 
・ある ICT活動で得た情報や資料を保存し，必要に応じて加工ができまた出力させるよ
うに指導しなければならない。 
3) 
 
総合的
相互 
作用 
▶本格的なタスク遂行段階であり，言語四機能の総合的な使用を必要とする多様な相互的
作用を通して，課題解決に接近していく活動である。 
▶総合的相互作用 
・学習者－学習者あるいは学習者－教師間で行われる対人的相互作用のみならず，ICT
道具を作用し依存しなながら活動し反応を求める等の学習者-ICT 資料間での持つ理的
相互作用までも含まれる。 
・タスク遂行はリスニング/スピーキング/リーディング/ライティング等の理解と表現機
能がそれぞれ独立しているのではなく，これらの四機能の相互作用を必要とする複合的
活動となる必要がある。 
・活用道具もある独立した一つの道具に集中するよりは，色々な道具を多様で調和的に
活用するストラテジーが必要であり，対人的，物理的相互作用を適切かつ効果的に要求
する活動を事前に計画する必要がある。 
▶学習資料の活用 
・スピーキングタスク活動：主に CD-ROM やモジュールプログラム,運用プログラム等
の運用的活用が有用であり，学習条件と学習者の水準に合わせるとすれば，オーディオ
/ビデオカンファレンス及び電子メール，デジタル辞書等のオンライン活動も効果的に
適用させることができる。 
II-1 
 
タスク 
遂行 
4) 
 
タスク 
解決 
▶これまでの遂行が累積されタスクが解決される段階であり，タスク遂行活動がまとめら
れると一定の形態の産出物が出されるように誘導する。 
▶時間に追われ遂行活動のまとめが不十分でないように教師の指導が必要であり，補充ま
たは発展学習を前もって準備し必要なグループまたは個人に与えられるようにする。 
▶タスク遂行時に核心となっていた目標のコミュニケーション表現に対して反省的思考
と共に結果物の形態を確認し，デジタル資料である場合には一定の空間に保存し必要
な場合出力が可能なように指導する。非デジタル資料の場合には約束された形態の産
出物を確保するように説明する。 
Ⅱ
．
タ
ス
ク
準
拠
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
 
Ⅱ-2. 
 
結果発表 
及び共有 
 
 
▶同じ「発表」という側面から考え，タスク遂行結果の発表はタスク遂行計画の発表と類
似したストラテジーでアプローチすることができる。 
▶学習環境に合わせた方法 
・グループ学習室：遂行結果をプレゼンテーション資料の形態で製作・発表 
・教壇先進化教室：伝統的な教室活動の形態であるポスター式発表や，学習者の段階に
合わせてレポート形式の書面発表も可能である。 
・ウェブが整えられた環境：掲示板の活用を通して結果物を搭載し共有する事が可能で
あるので，発表とともに友達からの即座の評価・フィードバックも可能である。 
・一般教室：on/off-line活動を並行し，遂行結果を発表するストラテジーも有用である。
Ⅲ
．
ま
と
め
 
Ⅲ-1. 
 
学習した表現の 
まとめ 
▶学習者主導のタスク遂行活動が流暢さ重視のコミュニケーション活動であったならば，
本段階は主にネイティブスピーカーの発音を通して学習した表現を正確さ重視で確認
しまとめる教師主導の活動であると言える。 
▶この段階はネイティブスピーカーの音声支援が可能であるマルチメディア的資源が有
用に使用できるので，このような機材が含まれているCD-ROMやウェブ基盤モジュー
ルプログラム，オーディオ/ビデオカンファレンス等の様な ICT道具の効果的な活用ス
トラテジーが必要である。 
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教授・学習段階 教授・学習活動の細部実行ストラテジ  ー
Ⅲ
．
ま
と
め
 
Ⅲ-2. 
適用 
及び転移 
▶本時に新しく学習したコミュニケーションの表現を深化させ適応させるために，発展的
な応用活動を適応させるストラテジーが必要である。 
▶まとめの段階で行われる行動であるので，タスク遂行の本時の活動の様に比重のある活
動を構成する必要はなく，短い時間内で密度のある簡単な全体活動を計画するストラ
テジーが望ましい。 
▶試演，応用ゲーム等を適用させ実生活としてへの転移を高める。 
 
イ.ICT活用の教授・学習の実態 
ウェブを活用した情報探索学習有形の水準別ICTグル
ープ学習の例示を提示すると次の通りである。 
（１）授業の概要 
・主教科：英語(Lesson 9. Reading Two Folk Tales) 
・段階：10－a段階 
・内容領域：リーディング，ライティング，スピーキ
ング 
・主な学習活動：情報探索 
・重要学習形態：グループ別学習 
・授業時間計画：2時間 
・授業環境：インターネットが可能なコンピューター
がグループ別に1台 
（２）学習展開過程 
◐基礎クラス◑ 
(ア)タスクの提示及び紹介 
▶タスク：次のワークシートに関連したイソップ物語が
掲載されているウェブサイトを探し解いてみましょう。 
 
[グループ用ワークシート] 
１． 次のイソップ物語のタイトルを英語で書きなさい。 
  （                       ） 
２． このイソップ物語が私たちに与えている教訓を書きなさい。 
（                       ） 
３． このイソップ物語と関係が深いことわざを書きなさい。 
  （                       ） 
４．このイソップ物語を読んで絵の状況に合う様に空欄に英語を書き入れなさい。 
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▶模範活動及び関連表現の確認：学習課題の解決方法
及び関連した表現を教師が事前にプレゼンテーシ
ョン資料として準備し提示し確認する。 
▶役割分担：グループを構成し，各グループのリーダ
ー，発表者等を決め相互協力しながらタスクを解決
していくようにする。 
▶タスク解決のための関連ウェブサイトの提示 
http://my.dreamwiz.com/cielarts/homepage.html 
  http://yeonjhw.hihome.com/fable.htm 
 
（イ）タスク解決活動 
▶グループ別にまず提示されたウェブサイトに接続し
イソップ物語を探す。 
▶グループメンバーは個別にタスクを解決する。 
▶リーダーを中心にグループメンバーが共に討論し答
案を確定する。 
▶発表者は内容を整理し発表の準備をする。 
 
（ウ）結果発表及び共有 
▶発表者はプレゼンテーションを利用し発表する。 
▶発表した資料はon/off-lineで搭載し共有させる。 
 
◐基本クラス◑ 
（ア）タスクの提示及び紹介 
▶タスク：ウェブサイトのイソップ物語の中から一つを
選択し会話(dialogue)形態に再構成しロールプレイ
(role play)をしてみましょう。 
 
 
 
[グループ用ワークシート] 
 １．みなさんが選択したイソップ物語のタイトルを書きなさい。 
（                       ） 
 ２．選択したイソップ物語の内容を簡単に描き，会話形式で構成してみましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－以下省略－ 
 ３．みなさんが再構成した内容をロールプレイで発表してみましょう。 
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▶模範活動及び関連表現の確認：学習タスクの解決方法
及び関連した表現を教師が事前にプレゼンテーシ
ョン資料として準備し提示し確認する。 
▶役割分担：グループを構成し，各グループで作家，マ
ネージャー，演技者等を分担しタスクを解決し発表
する。 
▶課題解決のための関連ウェブサイトの提示 
http://yeonjhw.hihome.com/fable.htm 
http://my.pacificnet.net/~johnr/aesop 
 
（イ）タスク解決活動 
▶グループ別にまず提示されたウェブサイトに接続し
イソップ物語を探す。 
▶リーダーを中心にグループメンバーが共に議論し会
話形式に再構成する。 
▶演技者たちは内容を整理しロールプレイの準備をす
る。 
 
（ウ）結果発表及び共有 
▶グループ別に演技者は直接ロールプレイをする。 
▶発表した資料はon/off-lineで搭載し共有させる。 
 
◐深化クラス◑ 
（ア）タスクの提示及び紹介 
▶タスク：ウェブサイトのイソップ物語の中から一つを
選択し改作(retelling)し，発表してみましょう。 
 
[グループ用ワークシート] 
１．What is the original title of your ‘Aesop’s fable’? 
（                       ） 
２．What is the new title of your ‘Aesop’s fable’? 
（                       ） 
３．What are the lessons or morals of your new ‘Aesop’s fable’? 
（                       ） 
４．Write your new ‘Aesop’s fable’? 
   [Title :                                        ] 
                                                                                               
 
 
▶模範活動及び関連表現の確認：学習課題の解決方法及
び関連した表現を教師が事前にプレゼンテーショ
ン資料として準備し提示し確認する。 
▶役割分担：グループを構成し，各グループの作家，マ
ネージャー，語り手等を分担し，タスクを解決し発
表する。 
▶タスク解決のための関連ウェブサイトの提示 
http://yeonjhw.hihome.com/fable.htm 
 http://www.pagebypagebooks.com/Aesop/Aesops_Fables/ 
 
（イ）タスク解決活動 
▶グループ別にまず提示されたウェブサイトに接続し
イソップ物語を探す。 
▶リーダーを中心にグループメンバーが共に議論し改
作(retelling)する。 
▶語り手は内容を整理し発表する。 
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（ウ）結果発表及び共有 
▶グループ別に語り手は直接発表する。 
▶発表した資料はon/off-lineで搭載し共有させる。 
 
Ⅳ．教授・学習資料の開発及び活用 
1．水準別教授・学習資料の開発方向 
水準別教育課程を成功させるためには様々な要因
があるが，深化・補充型水準別教育課程の場合は，進
化・補充資料をどのように上手く作成するかにかかっ
ている。 
しかし段階型水準別教育課程の場合は，深化・補充
型水準別教育課程とは大きく異なる。段階型教育課程
の中で再履修型を選択する場合は，段階別に教科書が
開発されているので再履修生徒も前段階の教科書を使
用すればよい。学習した教科書を再度学習することに
問題があるならば，教科書の内容を必修学習要素重視
で興味深く変化させればよい。しかし再履修型の場合
でも，各段階で深化・補充授業を行うので深化資料と
補充資料を上手く作成することが重要である。段階型
教育課程の中でも進級中心型である場合は，深化資料，
補充資料，特別補充資料が必修である。 
段階別教育課程では再履修型と進級型がある。再履
修型は，各段階で進級できなければ前段階をもう一度
再履修する水準別教育である。進級型水準別教育課程
は，各段階での成就目標を達成できなかったが前段階
を再履修せずに生徒が望む場合特別補充授業を受ける
ことを前提に全ての上位段階に進級できる教育課程で
ある。事実上この進級型段階別教育課程は，深化・補
充型教育課程と殆ど同じであると考えられる。しかし
進級型教育課程が深化・補充型教育課程とは異なる点
は段階末に試験を実施し，目標に到達できなかった場
合は特別補充授業を受けなければいけないという所が
異なった点であると言える。また，進級型教育課程は
深化資料，補充資料，特別補充資料をどのように上手
く作成するかによって，教育課程の成功がかかってい
る。段階型教育課程の形態の中で，進級型が再履修型
よりも韓国の教育現場に合っているので，殆どの学校
が進級型を選択している。この章では，深化資料，補
充資料，特別補充資料をどのような方向で開発してい
くかを提示する。 
 
ア．英語科深化学習資料の開発方向 
深化学習資料を開発する際に重要な事は，深化をど
の水準に定めることかである。深化についての我々の常
識的な考えは ，基本教科内容を中心に幅を広げ深さを
深くする程度と考え，基本学習目標より正確さ，流暢さ，
速度，自然な意思伝達，感情移入等を含む水準で資料
を開発することもでき，生徒の潜在力を把握しそれらの
潜在力を限りなく成長させる方向で資料を開発することも
できる。後者の場合，生徒が消化できるのであれば段階
の目標よりも遥かに高い水準で資料を開発しても無難で
ある。しかし水準を限りなく上げる場合，大きな個人差が
生まれ，同じ段階の生徒と共に教えることのできない状
況にまで発展する可能性もある。国民共通基本教育課程
とは，少数の優れた生徒のための教育というよりは，大多
数の生徒のための公教育になるような方向で進んでいく
のが望ましいと言える。この様な側面から，深化学習資料
の開発方向を挙げると次の様である。 
・教育課程上の各段階別成就基準中，「深化課程」の目
標を含む。 
・基本学習内容よりも幅と深さを広げる。 
・基本学習目標よりも正確さ，流暢さ，速度，自然な意思
伝達，感情移入等を強調し開発する。 
・個人学習，自己主導学習，協同学習中心に開発する。 
・ゲーム，ロールプレイ等活動中心に資料を開発する。 
・教科書に提示されている事項を中心とするよりも，多様
な事項を練習できるように開発する。 
・教科書に関連させず脱教科書型として深化させることも
できるが，７次教育課程の特徴の中の一つが３０％程度
の内容を減らし水準を下げる事となっているので，なる
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べく脱教科書型深化資料中心とならないようにする。 
・深化学習課題の性格を問題解決学習型，機能練習型，
知識拡大型，想像力/推理力開発型，発表学習型，テー
マ探究学習型等に大きく分けられるが，可能な限り知識
拡大型を中心に資料を開発させないようにする。 
・有意な(meaningful)学習とコミュニケーション中心の練習
(communicative drill)及びコミュニケーション活動
(communicative activities)ができる資料を開発する。 
・深化学習は前に学習した重要学習要素と本時の学習要
素をの内容を総合的に構成し指導する。 
 
イ．補充学習資料の開発方向 
補充学習資料とは，各段階の学習目標に到達できて
いない生徒を再教育するための資料である。補充学習
資料は国家水準や教育庁単位で任意に開発する事には
大きな意味がない。補充資料を上手く作成できる適任
者はその段階を教える教師である。教師が一つの段階
を指導した後に評価を施し不振学習要因を探し，その
不振学習要因を解決させる学習活動が補充学習活動で
ある。そういった側面から考えてみると，どのような
学習内容が不振学習要因となるかは，教師が教授・学
習，評価を通してのみ知ることができる。従って，補
充学習資料の開発は指導教師が行うのが最も良い。勿
論，教科専門家や経験のある教師は，間違いの分析に
よりどのような内容が不振生徒の場合に目標達成が困
難であるかということを大体分かっていたり予想が可
能である。従って，経験や予想を基に補充学習資料を
開発することもできる。この様な要素を考慮して，現
場で一般化させることのできる補充学習資料の開発方
向は次の通りである。 
・教科書の内容の必修学習要素を中心に資料を開発す
る。 
・知識，理解力等の様な発達学習要素ではなく，内容
を中心とした資料を開発する。 
・宣言的知識を中心に資料を開発する。 
・チャンツ，歌等を多く含ませる。 
・遊びやゲーム等を通して活動中心の授業が展開され
るように資料を開発する。 
・視聴覚及びマルチメディアを多様に活用し，興味と
成就感を感じられる機会を多く提供できる資料を
開発する。 
・反復学習が多くできるように資料を開発する。 
・機械的な練習，意図的な練習，コミュニケーション
中心の練習を段階別に行えるように資料を開発す
る。 
・生徒の経験に合うように全ての知識を構造化させる。 
・生徒の認定欲求を満たせ自信感を持つことができる
ように，簡単な内容を興味を持って学習できるよう
に資料を製作する。 
・クイズ等を通して興味と好奇心を誘発すう。 
・補充学習では非常に基礎的で原理中心の練習である
機械的練習をまず行った後，有意的練習とコミュニ
ケーション中心の練習を行う。 
 
ウ．特別補充学習資料の開発方向 
特別補充学習とは，各段階の学習目標に到達できな
かった場合に，長期休業中や正規授業の特定の時間を
提供して該当段階の学習目標を達成できるように指導
するものである。前段階の学習目標を達成できていな
い状態で次の段階に進級すると，次の段階の学習目標
に到達するのが困難である。学者達によると，先行学
習がしっかりできていない場合約 60％の生徒が本時
の目標に達成できない可能性がある，と言っている。 
これまでの韓国の教育は，一つの学年を終えると達
成できていなくても次の学年に進級してきたので，不
振学習要因が累積され高学年になるほど学習不振から
抜け出すことが困難であった。このような点を考える
と，一つの段階を終え不振学習要因を探し解決するこ
とで次の段階で正常授業ができるという仕組みが特別
補充授業であり，この時使用する資料が特別補充学習
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資料である。特別補充学習資料の性格は次の通りであ
る。 
・基本学習，補充学習の内容重視で資料を構成する。 
・深化学習の内容を生徒の水準に合わせて加えること
もできるが，比重を非常に低くしながら面白く学習
できるように内容を構成する。 
・教科書の内容の中で必修学習要素を中心に資料を構
成する。 
・内容を体系的に構造し短い期間で次の段階の学習要
素を早く理解できるように資料を構成する。 
・歌とゲーム，活動中心に資料を開発する。 
・チャンツ，歌等も適度に含む。 
・意図的な練習とコミュニケーション中心の練習を段
階的に行うことができるように資料を開発する。 
・反復学習は前時間に学習した内容，現在学習してい
る単元の内容，現在学習している段階の教科書の内
容のみに限らず，前段階，前々段階の教科書の内容
を上手く構造化し，体系的な反復学習が10－B段階
まで続けられるように資料を開発する。 
・多くの内容の中でも，知識の体系が著しく現在の段
階で学習をしなければ次の段階で学習することが
できない内容に比重を置く。 
・知識のための知識よりは，生活の知恵を創造できる
資料を開発する。 
・宣言的知識と手続き的知識を含む際に，宣言的知識
を中心に資料を製作する。 
・視覚的及びマルチメディアを多様に活用し，興味と
成就感を感じることができる機会を多く与える。 
 
水準別教育課程を運営するにあたって必要な補充
資料，深化資料，特別補充資料等は，市道教育庁単位
で開発したり学校単位で開発するようになっている。
資料の開発時，上記で述べた英語科深化，補充，特別
補充資料の開発方向を主に参考されると良い資料とな
ることを確信する。ここで掲示した開発方向は，参考
資料であって絶対的な基準となるものではない。なぜ
なら，地域や学校ごとに全て水準が異なり，生徒の欲
求も異なるだけではなく，教育環境及び条件も異なる
からである。最適の深化，補充，特別資料を開発する
ためには，学校単位が主催者となり作り上げていくこ
とが最も望ましい。特に補充学習の場合，前もって補
充学習の内容になることを予測した内容で補充資料を
作ることには何の意味もないと考える。基本学習内容
を学習していくと目標に達成できなかった内容が生ま
れる。この様な時にその内容を中心に補充学習資料が
作られなければならないからである。従って，補充学
習の内容は地域，学校によって異なり，各学校内でも
学級別に異なり，指導教師，クラス別水準によって異
なる。 
 
2．マルチメディア教授・学習資料の開発方向 
ア．マルチメディアに対する理解 
Multimedia(大衆媒体)とは，これまで個人的に使用し
てきた単一媒体，すなわち新聞，雑誌，文書等の印刷
媒体，ラジオ，テレビ等の放送媒体，電話，ファック
ス，ビデオ等の通信媒体，コンピューターディスク，
磁気テープ等の情報記憶媒体，CD，LP，LD，ビデオ/
オーディオカセットテープ等の音盤映像媒体等の多様
な単一媒体が持っている時間的，空間的制約を通信技
術の発達による情報化によりその欠点と限界を改善し，
大衆化された新しい形態の複合媒体である。 
Multimediaという用語は現在文字，絵，写真，映像，
アニメーション，音響，音楽，出版などが，デジタル
方式でコンピューターを中心に総合された
communication と相互作用性が伴う複合媒体を意味す
る。 
 
イ．教育的側面から見たマルチメディアの活用機能性 
 Multimediaを教育的に活用する場合，限りない技術
革新が進む中で膨大な量の情報を含蓄した形態で保存
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できるだけでなく，これを素早く簡単に取り出すこと
ができるという側面から，その活用機能性には限界が
ない。またマルチメディアは，文字，グラフィック，
サウンド，アニメーション，映画等の多様な媒体が総
合して一つの画面に提示される等，様々な情報を複合
的に伝達できるので，単一媒体には無い新しい効果を
生み出す。これはこれまで単純にコンピューター補助
学習プログラムで提供されていた文字及びグラフィッ
ク情報の限界を超え，実物写真，声，アニメーション，
映像の結合により，より豊富な教授・学習環境を提供
することができ，このようなマルチメディア教授・学
習環境では使用者の応答に従いプログラムの進行が異
なってくる等，相互的作用が可能である。それだけで
はなく，CD-ROM等を利用し，グラフィック，サウン
ド，動画の様な大量の情報をデジタル方式を利用しそ
のままの高品質で手軽に保存し，膨大な資料検索が容
易になった。 
情報の保存及び再生の容易性と媒体の多様性の特
性を利用し，我々の様々な感覚器官を同時に活用しよ
り生き生きとした情報の伝達により，実際に経験しな
くても現実と類似した経験ができる教育的効果を生み
出すことができるようになった。従って，Multimedia
は学習者が自身の方式に合わせて探究し学習できる機
会を提供することで，新しい学習環境と変化した学習
方法により，教師と生徒の役割分担と相互作用が過去
とは大きく異なったという結果を生み出した。 
Multimedia の学習環境では，生徒自らが学習の主導
権を握り，教師は知識と情報の伝達者としての位置で
はなく情報の習得と理解を生徒に助言し促進させる立
場へと変化した。その結果，Multimedia は人間の様々
な感覚を同時に利用し生徒の興味を誘発し維持させる
だけではなく，生徒が主となって学習し，教師と生徒
および生徒間の相互作用を活発に促進させる無限の教
育効果が期待できる肯定的な役割を担うようになった。 
 
ウ．マルチメディアを活用した教授・学習機能 
教室で活用できるMultimediaは，媒体によってビデ
オ，オーディオ，新聞，ソフトウェア等教師と生徒が
教授－学習活動において使用する多様な資料を含むこ
とが可能であるが，ここでは一つの総合された複合媒
体メディアとしてのマルチメディア資料が教育に活用
される代表的な方式を機能的に分類する（＜表 1＞）。 
＜表1＞ Multimediaを活用した教授・学習機能的分類表 
機能別 内  容 
教科物 
正規または非正規教育課程で学習する内容を含んだMultimedia Programを利用し学習するこ
とができる。 
参考資料 
CD-ROM により作成された百科事典または様々な種類の辞書や参照物，インターネット等
を利用し，学習に必要な大量の情報を学習者が手軽に検索することができる。 
教授提示 
道具 
様々な視聴覚媒体を利用し作られた資料，すなわちオーディオテープ，スライド，絵，写真
等を Multimediaプログラムに総合収録し教授提示道具として使用できる。 
学習道具 多様なコンピューターソフトウェアとプログラムを学習道具として使用できる。 
評価道具 Multimedia Program を利用し，動画や音響を利用した診断や評価を得ることができる。 
思考道具 
Multimedia Program は豊富なイメージ化を通して多様で創意的な思考を可能にし，仮想上の
間接体験も可能である。 
 
＜表 1＞に提示されている教育で活用される様々な 機能を一つの Multimedia Program として作成すると，
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連続的学習と，必要に応じて学習水準を合わせる反復
学習も可能である。現在 Multimedia Program を手軽に
作成できる様々な道具が開発され供給されているので，
教師は多様な Multimedia の道具を利用し学習に必要
な Multimedia Programを必要に応じて作成し活用する
絶え間ない努力が必要である。 
 
エ．マルチメディアを活用した教授・学習方法 
Multimediaを活用した教授-学習方法は，大きく二つ
の分けることができる。 Multimedia 教室を利用した
教授－学習方法と情報網を利用した教授－学習方法で
ある。マルチメディア教室を利用した教授－学習方法
は，教師中心の伝統的な学習状況や独立的に運営され
るコンピューター環境で個別に Multimedia Programを
利用し学習する場合と，教室内のコンピューターを連
結させ教師と学習者あるいは学習者と学習者間でのコ
ミュニケーションができるようにする方法がある。 
教師主導型 Multimedia教室は，現在各学校で活用中
であり，通信網の構築も殆どの学校で完了し利用して
いる状況である。 
教師主導型 Multimedia 教室は既存の教室に PC，実
物化象機，プロジェクション TV，デジタルムービー
カメラ，VCR等を設置し，既存の伝統的教育の補助道
具としてこれらの機器をしようする方法により，教師
は伝統的集団学習に Multimedia 道具を利用し教育効
果を高めることが可能であり，教える内容を前もって
Program し使用できるので教育内容に文字，音声，動
画，等の Multimedia機能を活用することができる。 
教室網を構築したMultimedia教室は，構築された通
信網にインターネットを繋ぎ教育に活用することが可
能であり，サーバーに様々な水準のプログラムを準備
し学習者自らが学習できるようにすることも可能であ
る。また，教師と学習者間の個別的相互作用を通した
個別学習も可能である。Multimedia 教室での個別化さ
れた授業は，生徒の個人別学習進行過程と結果を評価
し，学習成就度を診断し対処することができるので，
教師と生徒間の個人的な相互作用を通して個人教師に
よる学習指導効果が期待できる。 
通信網を利用した教授－学習方法は，コンピュータ
ー通信を媒介に，遠く離れていても時間に制限されず
学習できるという長所がある。通信網を利用した教授
－学習方法はインターネットを利用した遠隔地(画像
上会議システム)，電子掲示板(Bulletin Board System)を
利用した非同時性遠隔教育，ビデオ・オン・デマンド
(Video On Demand)を利用した非同時性遠隔教育方式，
放送媒体による遠隔教育(放送通信大学)等，様々な方
法がある。 
 
3．教授・学習資料の活用方向 
ア．水準別教授・学習資料 
提示する資料は水準別教育課程を効果的に表現で
きるように開発する。水準別教育課程の効果を拡大化
させるためには，水準別授業の活動に必須の資料であ
る深化学習資料，補習学習資料，特別補充学習資料を
開発，活用する必要がある。これらの資料は開発の出
来具合によって水準別教育課程の成功が決まるといっ
ても過言ではない。このように重要な資料を開発する
ためには研究者の専門性も重要であるが，その資料を
現場に投入した場合自分たちの条件に適合しているか
を評価することが重要である。 
最も理想的であると思われる教授・学習活動の資料
を開発し現場で実験するための目的として開発する際
に，実験学校では殆どその学校で使用している教科書
に沿って資料を開発するので，この資料を全国に一般
化させることは難しいが，資料の開発方向は学習資料
の研究開発時に役に立つと考えられる。この様な資料
は実験を通して修正され，7 次教育課程適用時に資料
開発の参考モデルとなる。このような観点から，開発
された資料を活用するに当たって，参考になる事項は
次の通りである。 
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・開発資料は例示であり，教師が生徒の水準に合わせ
て開発した資料を中心に指導するので，本資料は参
考資料として活用されるのが望ましい。 
・指導別，学校別水準に応じて深化資料が補充資料と
なる場合もあり，補充資料が深化資料となる場合も
あるという考えで資料を活用する。 
・特別補充資料も教師の判断に従い，任意に選択しな
いようを組み合わせることもできる。 
・資料の開発方向の核心は，教師が簡単に構成できる
内容を除いて，資料開発時に簡単に思いつかないで
あろう内容を中心に開発する。 
・開発資料は，ゲーム，ロールプレイ等の活動中心の
内容重視で開発される場合が多いので，他の基本，
必修学習内容を多く取り入れ資料を開発する。 
・開発資料は生徒の水準に合わせて単純化させたり深
化させたりし指導できる。 
 
イ．マルチメディア教授・学習資料 
21 世紀を指して知識情報化社会もしくはデジタル
時代と呼ぶ。21 世紀の知識情報化時代の進入により，
教育が過去の訓練(Training)中心から学習(Learning)中
心となる時代に転化している。教科書の知識の限界を
克服するために，生徒自らの探究学習，学習する方法
を教える境域の方向へと変化しており，この様な過程
でオンライン教育と e-Learning 等のインターネット体
系への転換が始まっている。 
すでに現場ではそして英語学習者達の間では，外国
語としての英語を指導し学習するに当たって，コンピ
ューターとインターネットは非常に有用で重要な道具
となっている。英語の発音とリスニングそして教師の
学習資料製作の資料収集のためにインターネットに接
続し，また今では CALL (COMPUTER-ASSISTED 
LANGUAGE LEARNING)は英語学習者にとって急速
にその領域を拡大させている事は間違いない。 
しかし，教授・学習資料の開発のためには「情報の
海」と呼ばれているインターネットの活用が不可欠で
あるが，「情報の海」という表現通りにインターネット
で教師と学習者が必要な情報を探索し活用する事はそ
う簡単ではない。従って資料開発のために投入される
時間より資料を探索し探すのにかけられる時間の方が
むしろ多くなる。これでは本末転倒の結果となり，現
場の教師に多くの負担がかかり現実的に簡単に接近で
きず，むしろコンピューターを回避する現状の原因と
なる。従ってそのような時間的欠損と心理的負担を少
しでも減らす方法として，教師が現場で直ちにそして
簡単に活用することのできる各種の絵，アニメーショ
ン，動画ファイル等の情報が掲載されているサイトを
付録の部分に紹介した 14。 
 
Ⅴ．英語科評価方案 
1．水準別教科評価の理解 
ア．課程評価の反映 
第7次教育課程による段階型水準別授業を運営する
場合に活用可能な一つ目の評価方案は課程評価反映案
である。 
課程評価の結果を学期末または学年末に通知表に
どのような比率で反映させるかは学校で独自に決定し，
生徒を授業課程により忠実に参加させるように誘導す
るために総括的評価の結果を約60％程度反映し，各ク
ラスごとに実際の教授－学習過程で実施された過程評
価結果を約40％程度反映し，生徒の学期末または学年
末の通知表を算出する方案である。 
課程評価は教科や教師の特徴によって多様である
が，一般的には大きく次の三つの要素を含んでいるの
が好ましい。一つ目は，生徒が授業にどのくらい誠実
に参加しているかを表す参加割合である。生徒が授業
時間に教える内容を忠実に理解しようと努力する割合
                                                        
14付録は省略した。 
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を教師が観察記録し，学期末にその結果を総合し通知
表に反映させる。二つ目は，生徒の学業成就度を学期
末の成績に反映させる。特定の視点で生徒の学業成就
水準を正確に測定する事は意味のないことではないが，
教育的観点から見ると，生徒が授業に参加した結果ど
の程度学業の成就度が向上したかを把握することは非
常に重要な教育的資料となる。三つ目に，生徒が共通
で行う総括評価には含まれていないが，深化クラス，
基本クラス，補充クラス等で扱われる特定の内容につ
いての評価を随時実施しその結果を反映する。簡単な
小テストや一定単元が終わった時に行う非公式的なテ
ストの成績を学期末の成績に反映させる。 
 
イ．評価の条件と評価の原則 
（１）水準別教育課程評価は学習の産出物のみならず
過程に対する評価を含む必要があり，総体的で複
雑な遂行に対する評価を含まなければならない。 
 
（２）水準別教育課程の評価の項目は評価の目的と一
致しなければならない。生徒の進歩を採点し点検
する評価でありながら，基本内容の履修の可否を
判断する評価でなければならない。 
 
（３）水準別教育課程の評価をするためには必ず採点
基準が必要である。基準がない状況での評価は一
回的な活動となる。絶対評価の基準を参照基準と
する。 
 
（４）水準別教育課程の評価は，生徒に関する決定を
下すに当たって，基本内容の履修可否に対する判
定のみならず実質的な情報を提供しなければな
らない。 
 
（５）水準別教育課程の評価は同時に第7次教育課程
の評価でもあるので，生徒の成長に対した包括的
な情報を提供しなければならない。 
 
ウ．評価計画及び評価の方向 
（１）評価計画 
学校が毎年樹立する水準別教育課程の運営計画に
は，水準別教育課程適用教科の評価計画を含んだ「目
標－方法－評価」という一貫性のある実践課程を確認
し，実証的な資料を収集し教育の質管理に活用できる
ようにする必要があり，樹立された評価計画は学期あ
るいは学年の始めに父兄に知らせることで，評価の公
平性と透明性を高めなければならない。 
 
（２）評価の方向 
（ア）補充課程は基本課程での学習目標に到達できな
かった生徒に基本課程の学習目標により近づけ
るように提供し，深化課程は基本課程での学習目
標に到達した生徒に基本課程の学習目標により
深く到達でるように提供するものである。 
（イ）総括評価は基本課程中心でなければならない。 
（ウ）深化・補充課程の評価は過程中心評価方法を活
用し，どの程度努力したか(どの程度向上したか)
を反映させなければならない。 
 
エ．学業成就度の評価方法 
・教師の随時評価，単位学習の形成的評価，総括的評
価を総合し評価することができる。 
・評価方法においても選択型自筆評価にのみ依存する
ことを避け，教科及びテーマの特性に合った遂行評
価方案を考案し適用しなければならない。 
・自筆総括評価では難易度の調整及び学習要素別の出
題等を通して妥当度を高める必要がある。 
・評価結果の学習要素別成就度の分析を通して学習欠
損を把握することができる。 
・評価結果を上級学校の進学資料としてだけでなく，
人性教育や進路指導資料として活用することがで 
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きる。 
 
 
 
オ．段階型水準別教育課程の評価方案 
 
 
 
 
 
 
 
＜段階型水準別教育課程の適用教科での評価方案＞ 
 
上記の図の様に段階型水準別教育課程を適用する
教科では，該当学期に進級してきた生徒は全て同一の
内容を学習することになる。その後次の上級段階への
進級を決定するための判定が下され，この判定結果に
基づいて基準を通過した生徒は次の上級段階に進級で
き，基準に到達できていない生徒は特別補充課程を経
て次の上級段階に進級することになる。特別補充課程
を経た生徒は全て進級することを原則とする。 
中等学校で適用可能な評価方案は次の通りである。 
▷段階の進級可否を判定する主体は学校/教師である。 
▷次上級段階への進級決定は絶対基準を一次基準と
し，相対基準を2次基準とする。 
▷市・道教育庁が主導的に絶対的判定基準を設定し，
学校は設定された絶対基準を適用する。市・道教
育庁が学校の状況に応じて変化が可能な相対基準
を提案し，学校は提案された相対基準を基礎とし
学校の状況に応じた相対基準を再設定する。勿論，
基準を変える正当な根拠を文書化する。最終的に
学校で適用されるようになる絶対的基準と相対的
基準を充分な時間をおいて使用する。科目別順位
を利用し相対的基準を適用させる。 
▷一斉テストは中間テストと期末テストに限定する。
さらに授業中の評価と遂行評価を含んだ形成的評
価の結果を活用し段階の進級可否を判定する。す
なわち，期末テストの結果のみで判定するのでは
なく，学期の始めから学期末までの生徒個人の全
ての評価結果を総合的に考慮し判定する。全ての
評価道具は基準志向評価の性格を兼ね合わせてい
る必要がある。 
▷国家もしくは市・道教育庁は教科別に成就基準を
開発し設定された成就基準を基にした問題と遂行
評価課題を充分に開発し学校に供給しなければな
らない。学校/教師は提供された成就基準と問題/課
題を基に実際に学校で使用されている評価道具を
開発しなければならない。もし国家もしくは市・
道教育庁水準での学業成就度検査が実施されるな
ら，検査の性格を検討しこれを一斉テストの点数
として活用する方案も考慮できる。例えば，学期
末に英語科学業成就度検査が実施されこの検査の
性格が絶対基準に基づいた基準志向検査である場
合，学校で実施される学期末テストの成績と学業
成就度検査の成績を総合し使用する方案が考えら
れる。 
 
 
 
進級 教授―学習 判定 進級 
特別補充
非通過
通過
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進級 基本課程 中間判定
補充課程
深化課程
中間判定 
通知表記録 
カ．深化・補充型水準別教育課程の評価方案 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
＜深化・補充型水準別教育課程適用教科評での評価方案＞ 
 
上記の図の様に深化・補充型水準別教科では該当学
期の基本課程の学習が行われる間に判定を通して生徒
を補充あるいは深化課程に配置する。その後，生徒は
基本課程を共通で学習し追加で配置された課程を学習
し，最終判定を通して通知表に記録する点数を算出す
る。 
学期の始めから中間地点まで生徒の成就度に応じ
て水準が判定され，学期の始めから学期末までの成就
度に応じて最終成績が判定される。学期の始めに成就
度が低かった生徒が学期末に成就度が上がる場合があ
りこれとは反対の場合も充分にあり得る。従って，下
位水準に属している生徒の最終成績が上位水準に属し
ている生徒の最終成績よりも高い場合があることは当
然である。 
中等学校で適用可能な評価方案は次の通りである。 
 ▷水準を判断する主体は学校/教師である 
 ▷次上級段階への進級決定は絶対基準を一次基準と
し，相対基準を2次基準とする。 
 ▷市・道教育庁が主導的に絶対的判定基準を設定し，
学校は設定された絶対基準を適用する。市・道教育
庁が学校の状況に応じて変化が可能な相対基準を
提案し，学校は提案された相対基準を基礎とし学校
の状況に応じた相対基準を再設定する。 
▷一斉テストは中間テストと期末テストに限定する。
さらに授業中の評価と遂行評価を含んだ形成的評
価の結果を活用し段階の進級可否を判定する。す
なわち中間テストの結果のみで水準を判定するの
ではなく，学期の始めから中間までの生徒個人の
全ての評価結果を総合的に考慮し判定する。 全て
の評価道具は基準志向評価の性格を兼ね合わせて
いる必要がある。 
▷国家もしくは市・道教育庁は教科別に成就基準を
開発し設定された成就基準を基にした問題と遂行
評価課題を充分に開発し学校に供給しなければな
らない。学校/教師は提供された成就基準と問題/課
題を基に実際に学校で使用されている評価道具を
開発しなければならない。中間判定までの評価は
全ての生徒が同一の評価道具に基づいて評価を受
けるので検査結果を比べるに当たって大きな困難
はない。 
しかし中間判定以後からの(学期末テストを含
む)評価については，検査結果を比較するために次
の二つの法案を考慮することができる。一つ目は，
学期末テストあるいはそれに類似する一斉テスト
の状況で共通問題を利用した垂直的同等化を通し
て，異なる水準の点数を相互比較できるようにす
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る方法である。垂直的同等化とは同一の能力を持
っているが水準が互いに異なる集団の検査点数を
比較可能にする方法である。補充/深化課程の検査
はそれぞれ該当する水準の問題以外に追加で全て
の生徒が共通で解かなければならない相当な数の
共通問題を含んでいる。共通問題の点数を連結さ
せ新しい 3 つの水準 15の点数を相互比較可能な点
数に変える。変化させた点数は同じ検査による点
数のように使用される。しかしこのような変化に
おいて考慮すべき事項は同等化時に発生する誤差
を減らすことであるが，誤差を減らすためには各
水準の生徒数が充分である必要があり共通問題の
数も充分である必要がある。 
 二つ目の方案として，遂行課題の補充，基本，深
化課程に該当する内容及び能力を測定する遂行評
価を実施することができる。 
▷最終的に学期の始めから学期末までの全ての評価
結果に基づいて生徒の成就と科目別順位等を通知
表に記録する。 
 
キ．特別補充課程の評価方案 
（１）特別補充課程の評価方法 
特別補充課程を学期中に運営する場合には別途
に評価しなくても定期テストを通して成就度を確
認することができる。 
長期休業中や次の学期中に運営する場合は別途
の方法(学習過程での変化や進歩を記録したり，課
程を終える際に総括評価を行う方法)を通して評価
することができる。 
 
（２）特別補充課程の評価結果の活用 
特別補充課程での評価は進級を決定する手段で
はなく，学習欠損の補充可否を確認するための装
                                                        
15 テスト得点の高，中，低という３つの水準のこと。 
置として活用するのが望ましい。 
学習欠損の補充のために最大限の努力尽くした
が特別補充課程以後にも学習欠損が残っている場
合，学校の条件に合うならば別度の補充学習機会
を提供することができる。 
 
2．評価方法 
ア．評価領域の設定 
共通英語の問題は，英語科教育課程の小領域を詳細
化させ作った成就基準を基に評価領域に設定したもの
を基にして開発された。すなわち教育課程に提示され
ている17の小領域の内容を評価領域に分け，評価領域
に属する成就基準を基に評価問題を開発し，最終的に
は小領域の水準で生徒の成就水準を上/中/下に判定で
きるようにする。評価領域で出題される問題は該当評
価領域の成就基準を含む問題であり，評価領域を代表
する重要な問題を出題する。 
 
イ．評価道具開発の留意点 
生徒の成就水準を把握する際に，教授・学習活動の
専門家，多様化を促進すると同時に，教授・学習活動
と評価活動が相互に密接な関係で成り立つように多
様な評価方法を動因しなければならない。最近よく論
議されている遂行評価の様々な方法(叙述型検査，論
述型検査，口述試験，実技試験，実験－実習法，面接
法，観察法，自己評価報告書，同僚評価報告書，研究
報告書，ポートフォリオ等)を適切に使用することが
望ましい。 
 
ウ．遂行評価の方法 
叙述型や論述型等の遂行評価を実施する場合には，
各問題別に別途の採点基準が必要であり，採点基準表
に，水準下を0点，水準中を1点，水準上を2点とし
採点し，内容の重要性や包括性によりより多くの加算
点を加える場合には，満点を「偶数」(例：4点，6点，
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あるいは8点等)とすることができる。一つの問題の満
点を 2 点以上にした場合，上/中/下水準を区分するた
めの点数分布は次の通りである。 
 
＜表＞上/中/下に区分するための点数配列 
区分 下 中 上 
選択型2問題の場合 2つ共間不正解(0点) 2つの内1つ正解(1点) 2つ共正解(2点) 
選択型2項目4問題の場合 すべて不正解(0点) 1-2つ正解(1，2点) 3-4つ正解(3，4点)
叙述型を0,1,2点で採点する場合 0 1 2 
叙述型を0,1,2,3,4点で採点する場合 0 1,2 3,4 
叙述型を0,1,2,3,4,5,6点で採点する場合 0,1 2,3,4 5,6 
叙述型を0,1,2,3,4,5,6,7,8点で採点する場合 0,1 2,3,4,5 6,7,8 
エ．遂行評価問題の例示 
（１）リスニング 
（ア）成就基準及び評価基準 
 
中領域 リスニング 小領域 内容理解 
成就基準 主題となる語を把握し内容を予測する 
上 主題を把握し内容を正確に予測することができる。 
中 主題を把握できるが内容を正確に把握することができない。 評価基準 
下 主題と内容を正確に把握することができない。 
問題形態 完成型 
 
（イ）評価問題 
※ 次の文章を2回聞いて答えなさい。 
 
In the mountains of Switzerland, the spring sunshine often raises 
daytime temperatures to a very comfortable level.  On one 
sunny day, the temperature rose to 17℃ by noon. Twelve hours 
later, however, the temperature dropped 29℃. What was the 
temperature at midnight? 
 
1. The temperature at midnight is        ℃. 
2. The                      is the cause of change of 
temperature. 
 
（ウ）評価方法 
●会話を一度聞かした後もう一度二箇所に分けて聞かす。 
●答案用紙の空欄に適切な言葉を直接書かせる。 
 
（エ）例示答案 
●The temperature at midnight is -12℃ 
● The spring sunshine is the cause of the change of 
temperature. 
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（オ）採点基準 
 
中領域 小領域 上 中 下 
リスニ
ング 
内容 
理解 
２問共正
解の場合 
１問のみ正
解の場合 
２問共不正
解の場合 
 
 
（２） ライティング 
（ア）成就基準及び評価基準 
 
中領域 ライティング 小領域 cross word puzzle
成就基準 説明に該当する語彙を書くことができる 
上 
説明する単語を完全に推論すうこ
とができる。 
中 
説明する単語を殆ど推論すること
ができる。 
評価基準
下 
説明する単語を推論するのに困難
を感じる。 
問題形態 完成型 
 
 
（イ）評価問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Across 
3. I’m going to throw a party Saturday night. Can you come? 
5. The man was set          after ten years in prison. 
7. My birthday comes only          a year, so I’m going to 
enjoy it! 
9. I stayed up          night long. 
11. Where’s the dog?  He vanished into thin         ! 
13. Bob’s in hot water with his boss because he’s always late. 
12 r 
8 
11 
e 
3 t 
d 
1 
7 
r 4 o wh 
5 6 
9 
2 b 
10 
e t a 13 w r 
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Down 
1. I’m looking          my keys.  Have you seen them? 
2. Tina feels          because she’s so far from home. 
3.         it easy.  Everything will be OK. 
4. Let me cut         the price tag! 
6. I didn’t have time to get         for the test. 
7. Somebody ripped me          on the subway.  My 
money and credit cards are gone! 
8. She loves to dance ; in fact, she’s          about it! 
10. They really let          at the carnival. 
12. Let’s go out and paint the town red! 
 
 
（ウ）例示答案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（エ）採点基準 
中領域 小領域 上 中 下 
ライティング Crossword puzzle 12問中9問以上正解 12問中4問以上正解 12問中3問以下正解合
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（３）リーディング 
（ア）成就基準及び評価基準 
 
中領域 リーディング 小領域 内容把握 
成就基準 文章を読み明視的情報を把握する。 
上 文章中に表される事実的情報を全て正確に把握できる 
中 文章中に表される具体的な情報を大体把握できる 評価基準 
下 文章中の情報を把握するのに困難を感じる 
問題形態 叙述型 
 
 
（イ）評価問題 
※ 次の文章を読んで質問に答えなさい。 
 
 In today’s world, it is easy to cover long distance.  Jet plans and trains are safe and fast. But less than 100 years ago, 
traveling was often dangerous.  The railroad was the most widely used means of travel. It was also the most unsafe. 
Train wrecks happened very often before 1900.  The tracks were in poor shape. Signals often didn’t work. In 1890, 
accidents on the railroad caused 10,000 deaths and 80,000 serious injuries.  Trains were heated by open iron stoves. 
When a train had an accident, the stove would overturn and cause a fire.  Trains almost never ran on time, if they ran 
at all.  A traveler usually found out that a certain train would leave “sometime.”  In 1888, a rider from Woodstock, 
Vermont, would need at least two days to get to New York City., 325 miles away. The old trains burned wood for fuel. 
Smoke and cinders blew back from the front of the train.  Passengers were covered with soot. Closing the windows 
didn’t help because the cars were so hot. 
 
 
１．1900年以前の汽車による事故の原因を全て書きなさ
い。 
２．1900年以前の汽車が不便であった点を全て書きなさ
い。 
 
（ウ）評価方法：自筆考査 
（エ）例示答案 
１．鉄道の軌道が完全でない。信号設備が不十分である。
事故が起きたときに火災が発生する危険がある。 
２．運行時間が一定でない。乗客が煙による被害を被る。 
（オ）採点基準 
 
中領域 小領域 上 中 下 
リーデ
ィング
内容 
把握 
5問中4問
以上正解 
5問中2-3
問正解 
5問中1問
以下正解 
 
※留意事項：問題に関係なく正解した数を基準とする。 
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（４）スピーキング 
 
（ア）成就基準及び評価基準 
 
中領域 スピーキング 小領域 表現 
成就基準 状況に応じて適切に意見を交換することができる 
上 流暢で自然に意思を伝達できる 
中 少し不自然ではあるが大体意思を正確に伝達できる 評価基準 
下 非常に不自然であり意思伝達が不分明である 
問題形態 会話完成型 
 
 
（イ）評価問題 
 
※次の語句を活用して会話を完成させなさい。 
  ・turn over a new leaf  ・That’s great  ・on the spot 
    ・am singing up for     ・first-rate     ・on time 
 
A: Hi, Ramona. How did your job interview do? 
B: Terrific. You won’t believe this! I was hired ①          . 
A : Incredible! You’re so lucky! Aviron is aⓐ______________ 
company.  Are there good benefits? 
B: Yes, I ②           a very good health plan.  And it 
turns out that they’ll provide health coverage for my 
husband as well as day care for my son. 
A: ⓑ              . 
B: There‘s only one problem. I have to start work at 8:00.  
You know how I hate getting up early. I was never ③
___________ at my last job-and we didn’t start till 9:00. 
A : You’ll have to ⓒ                . And get a good 
alarm clock! 
 
（ウ）評価方法 
与えられた idiomsを教師が説明し，二人一組で役割を
決め提示物を練習させた後会話を進行させる。 
 
（エ）例示答案 
 
A: Hi, Ramona. How did your job interview do? 
B: Terrific. You won’t believe this! I was hired ① on the spot . 
A: Incredible! You’re so lucky! Aviron is a ⓐ first rate  
company.  Are there good benefits? 
B: Yes, I ② am singing up for a very good health plan.  And 
it turns out that they’ll provide health coverage for my 
husband as well as day care for my son. 
A: ⓑ That’s great.  
B: There‘s only one problem. I have to start work at 8:00. You 
know how I hate getting up early. I was never ③ on time  
at my last job-and we didn’t start till 9:00. 
A: You’ll have to ⓒ turn over a new leaf. And get a good 
alarm clock! 
 
 
（オ）採点基準 
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 コミュニケーション 発音 流暢さ 
上 ・3問全て正解できる ・自然な発音を駆使できる ・大体流暢に答える 
中 ・2問正解できる ・不正確な発音が多く理解しにくい ・文章や単語を探しつまづきながら話す 
下 ・1問も正解できない ・発音が非常に下手で理解しにくい 
・つまづきが多く何を言っているのか理解
できない程度 
 
 
Ⅵ．英語科教育課程の研修 
１．研修の方向 
これまで教育課程に関連して学校級別，地域別に多く
の研修が行われてきたが，教科教育課程を基にしている
というよりは，殆ど総論的接近を中心に展開されてきた。 
教育人的資源部では，市・道教育庁の教育課程業務担
当者を対象に教育課程の編成・運営の最も重要なテーマ
である現場の教師の水準まで到達するように，以前の教
育課程と新しい教育課程の異同点を中心に講義研修を行
ってきた。その研修形態とは，教育課程が改定されたこ
とを公文伝達によって知らせ，改定された内容を１，２
回回覧するような形式の水準で終えることがこれまでの
例であった。 
これまで市・道教育庁の実績を分析してみると，研修
時間の面では職務研修形態であり，研修内容の面では教
科教育課程の研修へと変化していることを述べている 16。
教育人的資源部や市・道教育庁，教育課程の編成・運営
の主体である現場の教師に至るまで教育課程に関連して
いる当事者すべてが，教育改革の成功は教室授業の改善
にあるということを認識している。 
このように教育課程総論中心の研修から教室授業の改
善のための教科教育課程中心の研修へと変わることが願
                                                        
16 「教務研修」は各学校の英語科における英語教育の計画や英
語教育能力向上のための研修であることから，研修時間はより
学校研修の状況に合致した柔軟な実態を反映して実施される方
向にあると解釈できる。また，研修内容は教育課程理解のため
の研修に変化していることを指している。 
わしい。「第７次教育課程支援奨学協議団」を中心に「教
育人的資源部－市・道教育庁－各学校」から成り立つ３
段階研修体制を創立させ，教師の立場から問題解決方案
を見つけるワークショップ形態の研修を持続的に実施し
ていかなければならない。 
 
２．研修の方法 
ア．伝達式研修モデル（Presentation Model） 
（全国及び市道単位の研修に適合） 
 
*Share the Vision  *Top-down   *One-way 
 
伝達研修は国家水準の教育課程の精神と方向を教育の
主体者が正しく理解し教室授業で適用されることを支援
することを目的とし，市道教育庁単位で同時に大集団を
対象とした研修に適合したモデルである。このモデルで
は理論的で総論的な内容を主に扱われ，内容の中で曖昧
であったり理解しにくい部分を明確に説明し，参加者が
英語科教育課程の方向と指針を正確に理解できるように
しなければならない。 
 
 
市道教育庁教育要員
の選定 
地域教育庁別，小・中・高の英
語科教科要員を選定しネットワ
ークを組み立てる 
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教育人的資源部 
研修方向の紹介 
国家水準の英語科教育課程の精
神と教師の研修方向の正確な理
解を目標とする。 
 
市道教育庁研修方向
及び課題設定 
国家水準の研修方向に合わせ市
道教育庁の条件を考慮し特性か
された具体的な研修方向を設定 
 
英語教育専門家のテ
ーマ発表 
英語教育専門家のテーマ発表を
通して英語科教科要員が課題の
内容を深く理解する。 
 
テーマ発表に対する
質疑応答 
専門家のテーマ発表に対して英
語科教科要員の質疑と応答を通
して曖昧な部分を明らかにする。
 
 
イ．討論式研修モデル（Discussion Model） 
（地域教育庁単位での研修に適合） 
 
*Vary the Approaches *Top-down/Bottom-up  *two-way 
討論式モデルの目的は現場の教師に英語科教育課程の
研修の方向を正しく理解させ，これを基に多様な教授技
法を開発し教室授業を改善するところに目的があことか
ら，現場での教師の経験と意見を集約する過程が非常に
重要である。従って研修の方法も教師の創意力と経験を
最大限に反映させることができるように討論を中心に行
われる必要がある。 
 
地域教育庁教育要員
の選定 
地域教育庁別，小・中・高等学校
別に教科要員を選定し教科要員
ネットワークを組み立てる 
  
地域教育庁研修方向 教育人的資源部及び市道教育庁
の紹介 の研修方向に合わせ地域的条件
を考慮した研修方案を設定する。
 
地域教育庁重点課題
の設定 
地域教育庁の特性を考慮し重点
的に推進させる課題を設定する。
 
重点課題別分任討議
重点課題別に現場の教師の分任
討議を通して問題点を分析し解
決方案を提示する。 
 
重点課題別分任討議
の結果発表 
重点課題別に討議された内容を
発表し質疑応答をする。 
 
ウ．プロジェクト研修モデル（Project Model） 
（各学校での研修に適合） 
 
*Collaborative  *Creative  *Productive 
 
学校内で英語教師が協力して教室授業の問題点を分析
しこれを改善するための課題を設定し，活発な討論を通
して共同でプロジェクトを行いながら孤立された教師文
化から討論中心の教師文化へと変え，教室授業を効果的
に改善することを目的とする。学校内で必要時にいつで
も討論でき，教師間の相互適用とコミュニケーションが
活発になされ，共同で開発した資料を教室授業ですぐに
活用できるので現場に適合した教師研修のモデルである。  
 
各学校別に英語教科
研究会を構成 
各学校内のすべての英語科教師
で構成された教科研究会を構成
する。 
  
各学校別研究法案の
設定 
地域教育庁の研修方案を考慮し
各学校の特性に合った研修方案
を設定する。 
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各学校別プロジェク
トテーマの設定 
地域教育庁で各学校に定められ
た課題や自体が設定した課題を
英語教科研究会が行う。 
 
教師別役割分担及び
課題の遂行 
英語教科研究会のすべての教師
に役割を分担し共同で課題を遂
行し協議をする。 
 
教師別授業発表及び
資料共有 
教師別に分担された課題を遂行
し，共有授業や資料展示を通して
教室授業改善のための技法と資
料を共有し適用させる。 
 
エ．オンラインモデル（On-line Model） 
（英語教科研究同好会の研修に適合） 
 
*Web-based *Collaborative *Productive 
 
勤務学校や地域間の距離に制限を受けず誰でもオンラ
イン上で共同の関心分野につて英語教師同好会を構成さ
せプロジェクトを遂行し，その結果をワークショップを
通して共有しフィードバックを受けることのできる情報
化時代に適合したモデルであるといえる。 
現在オンラインプロジェクトサイトとして
www.iearn.orgがあるが，オンライン上でアイディアと関
心事を交換しながら，共にプロジェクトに参加できる方
法を討論できる。  
 
教科同好会の組織 
勤務学校の地域的制限を受けず
共同の関心分野について英語教
師がオンライン上で同好会を結
成することができる。 
  
共同関心課題の設定
同好会別にオンライン討論を通
してプロジェクトのテーマを設
定する。 
 
役割分担及び 
課題遂行 
構成員別に役割を分担し各自課
題を遂行しながら，オンライン上
で情報や意見を交換できる。 
 
オンラインワークシ
ョップを通しての発
表及び討論 
プロジェクトの遂行後オンライ
ンワークショップを通して発表
し討論する。 
 
プロジェクトを通し
て資料の修正及び活
用 
開発された資料をオンライン上
で掲載し英語教師に提供しフィ
ードバックを受ける。 
 
③研修のテーマ 
 
＜例示＞ 
 英語科水準別編成方法(Placement) 
 英語科水準別指導方法(Teaching Techniques) 
 英語科水準別評価方法(Authentic Assessment) 
 特別補充課程の運営方法(Slow learners) 
 教科書再構成技法(Adapting Textbooks) 
 媒体活用方法(Using Technology) 
 教科研究会活性化方法(Teacher Collaboration) 
 英語で行う英語の授業(English Only Classroom) 
 試験英語とコミュニケーション英語の調和
(Exam English and Real English) 
 正確さと流暢さ指導のバランス(Accuracy and 
Fluency) 
 多文化的理解指導(Multi-cultural Awareness: 
global language) 
 国際教育(Global Education) 
 英語教師ネットワーク(Teacher Networking) 
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 学習資料の共同開発 (Developing hands-on 
materials) 
 生徒の動機誘発技法(Motivating skills) 
 授業資料総合技術(Integrating skills) 
 教師のポートフォリオの構築 (Building a 
teaching portfolio) 
 インターネット資料の活用(Using internet 
resources) 
 図書資料の活用(Using library resources) 
 アクションリサーチ(Action research) 
 オンライン学習資料の開発(On-line lesson plan) 
 
３．結 語 
『教室授業改善のための高等学校英語科教育課程運営
資料』から伝わってくる理念は，各高等学校が裁量時間
などを活用しつつ，独自の工夫を凝らして深化・補充課
程や，再履修に相当する「特別補充課程」を保障し，学
習者の能力に合った英語教育を展開することで学習不振
を生まない英語教育の具現化であろう。また，そうした
複雑で手の込んだカリキュラムで実践される英語授業の
成果を，総括的評価(summative evaluation)のみならず，形
成的評価(formative evaluation)と遂行評価(performance 
evaluation)を加味した複合的な評価方法で読み取ろうと
する姿勢もうかがえる。 
評価について述べれば，Performance evaluationを学校教
育の評価に加味するという教育評価の複合化は韓国のみ
ならず，中国や日本でも共通して見られる近年の動きで
ある。たとえば，中国の学習指導要領である『全日制義
務教育普通高級中学英語課程標準』や『普通高中英語課
程標準』の評価の章にも，本稿の『教室授業改善のため
の高等学校英語科教育課程運営資料』と極めて類似した
内容の記述が見られ大変興味深い（木村，2005a, 2005b）。
しかし，国家規模で水準別カリキュラムを導入している
点は，広大な国土を有し，都市部と辺境地域の教育格差
が著しい中国はもちろん，都市と地方間の教育格差のな
い日本にもまだ見られない特徴であり，その実際の運用
実態の追調査が期待される。本資料が筆者を始めとする
今後の教室における英語習得の質的研究の一助になるこ
とを期待したい。 
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